
JP 6363256 B2 2018.7.25

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　装置により、その間に１つまたは複数のデバイスが前記装置と通信することを許可され
るウィンドウの開始時間を示すインジケータを備えるメッセージを生成することと、前記
開始時間は前記装置によって維持される絶対時間基準に基づき、前記メッセージが、前記
ウィンドウの間のワイヤレス通信の流れ方向の流れインジケータをさらに備え、前記流れ
インジケータが、前記ウィンドウの間に前記装置がデータを送信するか受信するかを示す
、
　前記装置により、送信のために前記生成されたメッセージを出力することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記絶対時間基準が目標ビーコン送信時間（ＴＢＴＴ）またはタイミング同期機能（Ｔ
ＳＦ）に基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記メッセージが、前記１つまたは複数のデバイスのリストを備える、請求項１に記載
の方法。
【請求項４】
　ワイヤレス通信用の装置であって、
　その間に１つまたは複数のデバイスが前記装置と通信することを許可されるウィンドウ
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の開始時間を示すインジケータを備えるメッセージを生成するための手段と、前記開始時
間は前記装置によって維持される絶対時間基準に基づき、前記メッセージが、前記ウィン
ドウの間のワイヤレス通信の流れ方向の流れインジケータをさらに備え、前記流れインジ
ケータが、前記ウィンドウの間に前記装置がデータを送信するか受信するかを示す、
　送信のために前記生成されたメッセージを出力するための手段と
　を備える、装置。
【請求項５】
　前記絶対時間基準が目標ビーコン送信時間（ＴＢＴＴ）またはタイミング同期機能（Ｔ
ＳＦ）に基づく、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記メッセージが、前記１つまたは複数のデバイスのリストを備える、請求項４に記載
の装置。
【請求項７】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　装置によって、その間に１つまたは複数の識別されたデバイスがアクセスポイントと通
信することを許可されるウィンドウの開始時間を示すインジケータを備えるメッセージを
受信することと、前記開始時間は前記アクセスポイントによって維持される絶対時間基準
に基づき、前記メッセージが、前記ウィンドウの間のワイヤレス通信の流れ方向の流れイ
ンジケータをさらに備え、前記流れインジケータが、前記ウィンドウの間に前記装置がデ
ータを送信するか受信するかを示す、
　前記メッセージに基づいて通信を制限することと、
　を備える、方法。
【請求項８】
　請求項１～３または７のうちの一項に記載の方法の全てのステップを実装するようにコ
ンピュータ実行可能であるプログラム命令を備える、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]本出願は、一般に、ワイヤレス通信に関し、より詳細には、制限されたアクセス
ウィンドウを使用して電力を節約するためのシステム、方法、およびデバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]多くの電気通信システムでは、通信ネットワークは、空間的に分離されたいくつ
かの対話しているデバイスの間でメッセージを交換するために使用される。ネットワーク
は、たとえば、メトロポリタンエリア、ローカルエリア、またはパーソナルエリアであり
得る地理的な範囲に従って分類され得る。そのようなネットワークは、それぞれワイドエ
リアネットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）、ローカル
エリアネットワーク（ＬＡＮ）、またはパーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）として
指定される。ネットワークはまた、様々なネットワークノードとデバイスとを相互接続す
るために使用されるスイッチング／ルーティング技法（たとえば、回線交換対パケット交
換）、送信に採用される物理媒体のタイプ（たとえば、有線対ワイヤレス）、および使用
される通信プロトコルのセット（たとえば、インターネットプロトコルスイート、ＳＯＮ
ＥＴ（同期光ネットワーキング）、イーサネット（登録商標）など）に応じて異なる。
【０００３】
　[0003]ワイヤレスネットワークは、ネットワーク要素がモバイルであり、したがって動
的接続性の必要を有するときに、またはネットワークアーキテクチャが固定ではなくアド
ホックなトポロジーで形成される場合に、しばしば好適である。ワイヤレスネットワーク
は、無線、マイクロ波、赤外線、光などの周波数帯域内の電磁波を使用する非誘導伝搬モ
ードでは、無形の物理媒体を採用する。ワイヤレスネットワークは、有利なことに、固定
有線ネットワークと比較して、ユーザモビリティと迅速な現場配置とを容易にする。
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【０００４】
　[0004]ワイヤレスネットワーク内のデバイスは、互いの間で情報を送信／受信すること
ができる。その情報は、いくつかの態様ではデータユニットと呼ばれる場合がある、パケ
ットを備えることができる。パケットは、ネットワークを介してパケットをルーティング
すること、パケット内のデータを識別すること、パケットを処理することなどを行う際に
助けとなるオーバーヘッド情報（たとえば、ヘッダ情報、パケットプロパティなど）、な
らびにデータ、たとえば、パケットのペイロード内で搬送され得るようなユーザデータ、
マルチメディアコンテンツなどを含む場合がある。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]添付の特許請求の範囲内のシステム、方法およびデバイスの様々な実装形態は、
それぞれがいくつかの態様を有し、それらのうちの単一の態様は、単独では本明細書に記
載される望ましい属性に関与しない。添付の特許請求の範囲を限定することなく、いくつ
かの顕著な特徴が本明細書に記載される。この説明を考察すると、特に「発明を実施する
ための形態」と題するセクションを読むと、様々な実装形態の特徴により、アクセスポイ
ント用のスリープタイムがどのように可能になるかを理解されよう。
【０００６】
　[0006]本開示の一態様は、ワイヤレス通信の方法を提供する。方法は、装置により、そ
の間に装置が１つまたは複数のワイヤレスデバイスとデータを通信するべき時間期間を識
別するメッセージを生成することと、メッセージは、時間期間中のワイヤレス通信の流れ
方向を示すインジケータをさらに備える、装置により、生成されたメッセージを送信する
こととを含む。
【０００７】
　[0007]開示される別の態様は装置である。装置は、その間に装置が１つまたは複数のワ
イヤレスデバイスとデータを通信するべき時間期間を識別するメッセージを生成するよう
に構成された処理システムと、メッセージは、時間期間中のワイヤレス通信の流れ方向を
示すインジケータをさらに備える、生成されたメッセージを送信するように構成された送
信機とを含む。
【０００８】
　[0008]開示される別の態様はアクセスポイントである。アクセスポイントは、アンテナ
と、その間にアクセスポイントが１つまたは複数のワイヤレスデバイスとデータを通信す
るべき時間期間を識別するメッセージを生成するように構成された処理システムと、メッ
セージは、時間期間中のワイヤレス通信の流れ方向を示すインジケータをさらに備える、
アンテナを使用して生成されたメッセージを送信するように構成された送信機とを含む。
【０００９】
　[0009]開示される別の態様は装置である。装置は、その間に装置が１つまたは複数のワ
イヤレスデバイスとデータを通信するべき時間期間を識別するメッセージを生成するため
の手段と、メッセージは、時間期間中のワイヤレス通信の流れ方向を示すインジケータを
さらに備える、生成されたメッセージを送信するための手段とを含む。
【００１０】
　[0010]開示される別の態様はコンピュータプログラム製品である。コンピュータプログ
ラム製品は、実行されたときワイヤレス通信の方法を装置に実施させる命令を有する、そ
の上に符号化されたコンピュータ可読記憶デバイスを含み、前記方法は、その間に装置が
１つまたは複数のワイヤレスデバイスとデータを通信するべき時間期間を識別するメッセ
ージを生成することと、メッセージは、時間期間中のワイヤレス通信の流れ方向を示すイ
ンジケータをさらに備える、生成されたメッセージを送信することとを含む。
【００１１】
　[0011]本開示の別の態様は、ワイヤレス通信の方法を提供する。ワイヤレス通信の方法
は、装置により、その間に第１のデバイスが１つまたは複数の第２のデバイスとデータを
通信する時間期間を識別するメッセージを受信することと、メッセージは、時間期間中の
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ワイヤレス通信の流れ方向を示すインジケータをさらに備える、装置により、ワイヤレス
通信の流れ方向のインジケータに基づいて第１のデバイスとデータを通信することとを含
む。
【００１２】
　[0012]開示される別の態様は装置である。装置は、その間に第１のデバイスが１つまた
は複数の第２のデバイスとデータを通信する時間期間を識別するメッセージを受信するよ
うに構成された受信機と、メッセージは、時間期間中のワイヤレス通信の流れ方向を示す
インジケータをさらに備える、ワイヤレス通信の流れ方向のインジケータに基づいて第１
のデバイスとデータを通信するように構成された処理システムとを含む。
【００１３】
　[0013]開示される別の態様はステーションである。ステーションは、アンテナと、アン
テナを使用し、その間に第１のデバイスが１つまたは複数の第２のデバイスとデータを通
信する時間期間を識別するメッセージを受信するように構成された受信機と、メッセージ
は、時間期間中のワイヤレス通信の流れ方向を示すインジケータをさらに備える、ワイヤ
レス通信の流れ方向のインジケータに基づいて第１のデバイスとデータを通信するように
構成された処理システムとを含む。
【００１４】
　[0014]開示される別の態様は装置である。装置は、その間に第１のデバイスが１つまた
は複数の第２のデバイスとデータを通信する時間期間を識別するメッセージを受信するた
めの手段と、メッセージは、時間期間中のワイヤレス通信の流れ方向を示すインジケータ
をさらに備える、ワイヤレス通信の流れ方向のインジケータに基づいて第１のデバイスと
データを通信するための手段とを含む。
【００１５】
　[0015]開示される別の態様はコンピュータプログラム製品である。コンピュータプログ
ラム製品は、実行されたときワイヤレス通信の方法を装置に実施させる命令を有する、そ
の上に符号化されたコンピュータ可読記憶デバイスを備え、前記方法は、その間に第１の
デバイスが１つまたは複数の第２のデバイスとデータを通信する時間期間を識別するメッ
セージを受信することと、メッセージは、時間期間中のワイヤレス通信の流れ方向を示す
インジケータをさらに備える、ワイヤレス通信の流れ方向のインジケータに基づいて第１
のデバイスとデータを通信することとを含む。
【００１６】
　[0016]本開示の別の態様は、ワイヤレス通信の方法を提供する。ワイヤレス通信の方法
は、装置により、装置に関連付けられていない１つまたは複数のデバイスが、メッセージ
によって定義された時間期間中に装置と通信することを許可されるかどうかを示すインジ
ケータを備えるメッセージを生成することと、装置により、生成されたメッセージを送信
することとを含む。
【００１７】
　[0017]開示される別の態様は装置である。装置は、装置に関連付けられていない１つま
たは複数のデバイスが、メッセージによって定義された時間期間中に装置と通信すること
を許可されるかどうかを示すメッセージを生成するように構成された処理システムと、生
成されたメッセージを送信するように構成された送信機とを含む。
【００１８】
　[0018]開示される別の態様はアクセスポイントである。アクセスポイントは、アンテナ
と、アクセスポイントに関連付けられていない１つまたは複数のデバイスが、メッセージ
によって定義された時間期間中にアクセスポイントと通信することを許可されるかどうか
を示すメッセージを生成するように構成された処理システムと、アンテナを使用して生成
されたメッセージを送信するように構成された送信機とを含む。
【００１９】
　[0019]開示される別の態様は装置である。装置は、装置に関連付けられていない１つま
たは複数のデバイスが、メッセージによって定義された時間期間中に装置と通信すること
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を許可されるかどうかを示すメッセージを生成するための手段と、生成されたメッセージ
を送信するための手段とを含む。
【００２０】
　[0020]開示される別の態様はコンピュータプログラム製品である。コンピュータプログ
ラム製品は、実行されたときワイヤレス通信の方法を装置に実施させる命令を有する、そ
の上に符号化されたコンピュータ可読記憶デバイスを含み、前記方法は、装置に関連付け
られていない１つまたは複数のデバイスが、メッセージによって定義された時間期間中に
装置と通信することを許可されるかどうかを示すメッセージを生成することと、生成され
たメッセージを送信することとを含む。
【００２１】
　[0021]本開示の別の態様は、ワイヤレス通信の方法を提供する。方法は、装置により、
装置に関連付けられていないデバイスが、メッセージによって定義された時間期間中に装
置と通信することを許可されるかどうかを示すメッセージを受信することと、装置により
、指示に基づいて装置にメッセージを選択的に送信することとを含む。
【００２２】
　[0022]開示される別の態様は装置である。装置は、第２の装置に関連付けられていない
デバイスが、メッセージによって定義された時間期間中に第２の装置と通信することを許
可されるかどうかを示すメッセージを受信するように構成された受信機と、指示に基づい
て第２の装置にメッセージを選択的に送信するように構成された送信機とを含む。
【００２３】
　[0023]開示される別の態様はステーションである。ステーションは、アンテナと、アン
テナを使用して、装置に関連付けられていないデバイスが、メッセージによって定義され
た時間期間中に装置と通信することを許可されるかどうかを示すメッセージを受信するよ
うに構成された受信機と、指示に基づいて装置にメッセージを選択的に送信するように構
成された送信機とを含む。
【００２４】
　[0024]開示される別の態様は装置である。装置は、第２の装置に関連付けられていない
デバイスが、メッセージによって定義された時間期間中に第２の装置と通信することを許
可されるかどうかを示すメッセージを受信するための手段と、指示に基づいて第２の装置
にメッセージを選択的に送信するための手段とを含む。
【００２５】
　[0025]開示される別の態様はコンピュータプログラム製品である。コンピュータプログ
ラム製品は、実行されたときワイヤレス通信の方法を装置に実施させる命令を有する、そ
の上に符号化されたコンピュータ可読記憶デバイスを含み、前記方法は、装置に関連付け
られていないデバイスが、メッセージによって定義された時間期間中に装置と通信するこ
とを許可されるかどうかを示すメッセージを受信することと、指示に基づいて装置にメッ
セージを選択的に送信することとを含む。
【００２６】
　[0026]本開示の別の態様は、ワイヤレス通信の方法を提供する。方法は、装置により、
その間に１つまたは複数の識別されたデバイスが装置と通信することを許可されるウィン
ドウの満了時間を示すメッセージを生成することと、ここにおいて、満了時間はビーコン
間隔の数に基づいて示される、装置により、生成されたメッセージを送信することとを含
む。
【００２７】
　[0027]開示される別の態様は装置である。装置は、その間に１つまたは複数の識別され
たデバイスが装置と通信することを許可されるウィンドウの満了時間を示すメッセージを
生成するように構成された処理システムと、ここにおいて、満了時間はビーコン間隔の数
に基づいて示される、生成されたメッセージを送信するように構成された送信機とを含む
。
【００２８】
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　[0028]開示される別の態様はアクセスポイントである。アクセスポイントは、アンテナ
と、その間に１つまたは複数の識別されたデバイスがアクセスポイントと通信することを
許可されるウィンドウの満了時間を示すメッセージを生成するように構成された処理シス
テムと、ここにおいて、満了時間はビーコン間隔の数に基づいて示される、アンテナを使
用して生成されたメッセージを送信するように構成された送信機とを含む。
【００２９】
　[0029]開示される別の態様は装置である。装置は、その間に１つまたは複数の識別され
たデバイスが装置と通信することを許可されるウィンドウの満了時間を示すメッセージを
生成するための手段と、ここにおいて、満了時間はビーコン間隔の数に基づいて示される
、生成されたメッセージを送信するための手段とを含む。
【００３０】
　[0030]開示される別の態様はコンピュータプログラム製品である。実行されたときワイ
ヤレス通信の方法を装置に実施させる命令を有する、その上に符号化されたコンピュータ
可読記憶デバイスを備え、前記方法は、その間に１つまたは複数の識別されたデバイスが
装置と通信することを許可されるウィンドウの満了時間を示すメッセージを生成すること
と、ここにおいて、満了時間はビーコン間隔の数に基づいて示される、生成されたメッセ
ージを送信することとを含む、コンピュータプログラム製品。
【００３１】
　[0031]本開示の別の態様は、ワイヤレス通信の方法を提供する。方法は、装置により、
その間に１つまたは複数の識別されたデバイスがアクセスポイントと通信することを許可
されるウィンドウの満了時間を示すメッセージを受信することと、満了時間はビーコン間
隔の数に基づく、装置により、ウィンドウの間メッセージを送信することとを含む。
【００３２】
　[0032]開示される別の態様は装置である。装置は、その間に１つまたは複数の識別され
たデバイスがアクセスポイントと通信することを許可されるウィンドウの満了時間を示す
メッセージを受信するように構成された受信機と、満了時間はビーコン間隔の数に基づく
、ウィンドウの間メッセージを送信するように構成された送信機とを含む。
【００３３】
　[0033]開示される別の態様はアクセスポイントである。アクセスポイントは、アンテナ
と、その間に１つまたは複数の識別されたデバイスがアクセスポイントと通信することを
許可されるウィンドウの満了時間を示すメッセージをアンテナで受信するように構成され
た受信機と、満了時間はビーコン間隔の数に基づく、アンテナを使用してウィンドウの間
メッセージを送信するように構成された送信機とを含む。
【００３４】
　[0034]開示される別の態様はコンピュータプログラム製品である。コンピュータプログ
ラム製品は、実行されたときワイヤレス通信の方法を装置に実施させる命令を有する、そ
の上に符号化されたコンピュータ可読記憶デバイスを含み、前記方法は、その間に１つま
たは複数の識別されたデバイスがアクセスポイントと通信することを許可されるウィンド
ウの満了時間を示すメッセージを受信することと、満了時間はビーコン間隔の数に基づく
、ウィンドウの間メッセージを送信することとを含む。
【００３５】
　[0035]本開示の別の態様は、ワイヤレス通信の方法を提供する。方法は、装置により、
その間に１つまたは複数の識別されたデバイスが装置と通信することを許可されるウィン
ドウの開始時間を示すメッセージを生成することと、開始時間は装置によって維持される
時間基準に基づく、装置により、生成されたメッセージを送信することとを含む。
【００３６】
　[0036]開示される別の態様は装置である。装置は、その間に１つまたは複数の識別され
たデバイスが装置と通信することを許可されるウィンドウの開始時間を示すメッセージを
生成するように構成された処理装置と、開始時間は装置によって維持される時間基準に基
づく、生成されたメッセージを送信するように構成された送信機とを含む。



(7) JP 6363256 B2 2018.7.25

10

20

30

40

50

【００３７】
　[0037]開示される別の態様はアクセスポイントである。アクセスポイントは、アンテナ
と、その間に１つまたは複数の識別されたデバイスがアクセスポイントと通信することを
許可されるウィンドウの開始時間を示すメッセージを生成するように構成された処理装置
と、開始時間はアクセスポイントによって維持される時間基準に基づく、生成されたメッ
セージをアンテナで送信するように構成された送信機とを含む。
【００３８】
　[0038]開示される別の態様は装置である。装置は、その間に１つまたは複数の識別され
たデバイスが装置と通信することを許可されるウィンドウの開始時間を示すメッセージを
生成するための手段と、開始時間は装置によって維持される時間基準に基づく、生成され
たメッセージを送信するための手段とを含む。
【００３９】
　[0039]開示される別の態様はコンピュータプログラム製品である。コンピュータプログ
ラム製品は、実行されたときワイヤレス通信の方法を装置に実施させる命令を有する、そ
の上に符号化されたコンピュータ可読記憶デバイスを含み、前記方法は、その間に１つま
たは複数の識別されたデバイスが装置と通信することを許可されるウィンドウの開始時間
を示すメッセージを生成することと、開始時間は装置によって維持される時間基準に基づ
く、生成されたメッセージを送信することとを含む。
【００４０】
　[0040]本開示の別の態様は、ワイヤレス通信の方法を提供する。ワイヤレス通信の方法
は、装置により、その間に１つまたは複数の識別されたデバイスがアクセスポイントと通
信することを許可されるウィンドウの開始時間を示すメッセージをワイヤレス通信ネット
ワークから受信することと、開始時間はアクセスポイントによって維持される時間基準に
基づく、装置により、メッセージに基づいてワイヤレス通信ネットワーク上の通信を制限
することとを含む。
【００４１】
　[0041]開示される別の態様は装置である。装置は、その間に１つまたは複数の識別され
たデバイスがアクセスポイントと通信することを許可されるウィンドウの開始時間を示す
メッセージをワイヤレス通信ネットワークから受信するように構成された受信機と、開始
時間はアクセスポイントによって維持される時間基準に基づく、メッセージに基づいてワ
イヤレス通信ネットワーク上の通信を制限するように構成された処理システムとを含む。
【００４２】
　[0042]開示される別の態様はステーションである。ステーションは、アンテナと、アン
テナを使用して、その間に１つまたは複数の識別されたデバイスがアクセスポイントと通
信することを許可されるウィンドウの開始時間を示すメッセージをワイヤレス通信ネット
ワークから受信するように構成された受信機と、開始時間はアクセスポイントによって維
持される時間基準に基づく、メッセージに基づいてワイヤレス通信ネットワーク上の通信
を制限するように構成された処理システムとを含む。
【００４３】
　[0043]開示される別の態様は装置である。装置は、その間に１つまたは複数の識別され
たデバイスがアクセスポイントと通信することを許可されるウィンドウの開始時間を示す
メッセージをワイヤレス通信ネットワークから受信するための手段と、開始時間はアクセ
スポイントによって維持される時間基準に基づく、メッセージに基づいてワイヤレス通信
ネットワーク上の通信を制限するための手段とを含む。
【００４４】
　[0044]開示される別の態様はコンピュータプログラム製品である。コンピュータプログ
ラム製品は、実行されたときワイヤレス通信の方法を装置に実施させる命令を有する、そ
の上に符号化されたコンピュータ可読記憶デバイスを含み、前記方法は、その間に１つま
たは複数の識別されたデバイスがアクセスポイントと通信することを許可されるウィンド
ウの開始時間を示すメッセージをワイヤレス通信ネットワークから受信することと、開始
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時間はアクセスポイントによって維持される時間基準に基づく、メッセージに基づいてワ
イヤレス通信ネットワーク上の通信を制限することとを含む。
【００４５】
　[0045]開示される別の態様は、ワイヤレス通信の方法である。方法は、装置により、特
定のデバイスまたはデバイスの無制限のグループを識別し、その間に識別された特定のデ
バイスまたはデバイスの無制限のグループが装置と通信することを許可される時間期間を
識別するメッセージを生成することと、装置により、生成されたメッセージを送信するこ
ととを含む。
【００４６】
　[0046]開示される別の態様は装置である。装置は、特定のデバイスまたはデバイスの無
制限のグループを識別し、その間に識別された特定のデバイスまたはデバイスの無制限の
グループが装置と通信することを許可される時間期間を識別するメッセージを生成するよ
うに構成された処理システムと、生成されたメッセージを送信するように構成された送信
機とを含む。
【００４７】
　[0047]開示される別の態様はアクセスポイントである。アクセスポイントは、アンテナ
と、特定のデバイスまたはデバイスの無制限のグループを識別し、その間に識別された特
定のデバイスまたはデバイスの無制限のグループが装置と通信することを許可される時間
期間を識別するメッセージを生成するように構成された処理システムと、アンテナを使用
して生成されたメッセージを送信するように構成された送信機とを含む。
【００４８】
　[0048]開示される別の態様は装置である。装置は、特定のデバイスまたはデバイスの無
制限のグループを識別し、その間に識別された特定のデバイスまたはデバイスの無制限の
グループが装置と通信することを許可される時間期間を識別するメッセージを生成するた
めの手段と、生成されたメッセージを送信するための手段とを含む。
【００４９】
　[0049]開示される別の態様はコンピュータプログラム製品である。コンピュータプログ
ラム製品は、実行されたときワイヤレス通信の方法を装置に実施させる命令を有する、そ
の上に符号化されたコンピュータ可読記憶デバイスを含み、前記方法は、特定のデバイス
またはデバイスの無制限のグループを識別し、その間に識別された特定のデバイスまたは
デバイスの無制限のグループが装置と通信することを許可される時間期間を識別するメッ
セージを生成することと、生成されたメッセージを送信することとを含む。
【００５０】
　[0050]本開示の別の態様は、ワイヤレス通信の方法を提供する。方法は、装置により、
特定のデバイスまたはデバイスの無制限のグループを識別し、その間に識別されたデバイ
スまたは識別されたデバイスの無制限のグループがアクセスポイントと通信することを許
可される時間期間を識別するメッセージをワイヤレス通信ネットワークから受信すること
と、装置により、時間期間中のワイヤレス通信ネットワーク上の通信を制限することとを
含む。
【００５１】
　[0051]開示される別の態様は装置である。装置は、特定のデバイスまたはデバイスの無
制限のグループを識別し、その間に識別されたデバイスまたは識別されたデバイスの無制
限のグループがアクセスポイントと通信することを許可される時間期間を識別するメッセ
ージをワイヤレス通信ネットワークから受信するように構成された受信機と、時間期間中
のワイヤレス通信ネットワーク上の通信を制限するように構成された処理システムとを含
む。
【００５２】
　[0052]開示される別の態様はステーションである。ステーションは、アンテナと、アン
テナでワイヤレス通信ネットワークからメッセージを受信するように構成された受信機と
、メッセージは、特定のデバイスまたはデバイスの無制限のグループを識別し、その間に
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識別されたデバイスまたは識別されたデバイスの無制限のグループがアクセスポイントと
通信することを許可される時間期間を識別する、時間期間中のワイヤレス通信ネットワー
ク上の通信を制限するように構成された処理システムとを含む。
【００５３】
　[0053]開示される別の態様は装置である。装置は、特定のデバイスまたはデバイスの無
制限のグループを識別し、その間に識別されたデバイスまたは識別されたデバイスの無制
限のグループがアクセスポイントと通信することを許可される時間期間を識別するメッセ
ージをワイヤレス通信ネットワークから受信するための手段と、時間期間中のワイヤレス
通信ネットワーク上の通信を制限するための手段とを含む。
【００５４】
　[0054]開示される別の態様はコンピュータプログラム製品である。コンピュータプログ
ラム製品は、実行されたときワイヤレス通信の方法を装置に実施させる命令を有する、そ
の上に符号化されたコンピュータ可読記憶デバイスを含み、前記方法は、特定のデバイス
またはデバイスの無制限のグループを識別し、その間に識別されたデバイスまたは識別さ
れたデバイスの無制限のグループがアクセスポイントと通信することを許可される時間期
間を識別するメッセージをワイヤレス通信ネットワークから受信することと、時間期間中
のワイヤレス通信ネットワーク上の通信を制限することとを含む。
【００５５】
　[0055]本開示の別の態様は、ワイヤレス通信の方法を提供する。方法は、装置により、
目標起床時間と目標起床時間用の識別子とを含むメッセージを送信することと、装置によ
り、目標起床時間用の識別子を含むページングメッセージを送信することとを含む。
【００５６】
　[0056]開示される別の態様は装置である。装置は、目標起床時間と目標起床時間用の識
別子とを含むメッセージを送信するように構成された送信機を含み、ここにおいて、送信
機は、目標起床時間用の識別子を含むページングメッセージを送信するようにさらに構成
される。
【００５７】
　[0057]開示される別の態様はアクセスポイントである。アクセスポイントは、アンテナ
と、アンテナを使用してメッセージを送信するように構成された送信機とを含み、メッセ
ージは、目標起床時間と目標起床時間用の識別子とを含み、ここにおいて、送信機は、ア
ンテナを使用して、目標起床時間用の識別子を含むページングメッセージを送信するよう
にさらに構成される。
【００５８】
　[0058]開示される別の態様は装置である。装置は、目標起床時間と目標起床時間用の識
別子とを含むメッセージを送信するための手段と、目標起床時間用の識別子を含むページ
ングメッセージを送信するための手段とを含む。
【００５９】
　[0059]開示される別の態様はコンピュータプログラム製品である。コンピュータプログ
ラム製品は、実行されたときワイヤレス通信の方法を装置に実施させる命令を有する、そ
の上に符号化されたコンピュータ可読記憶デバイスを含み、前記方法は、目標起床時間と
目標起床時間用の識別子とを含むメッセージを送信することと、目標起床時間用の識別子
を含むページングメッセージを送信することとを含む。
【００６０】
　[0060]本開示の別の態様は、ワイヤレス通信の方法を提供する。方法は、装置により、
目標起床時間と目標起床時間用の識別子とを示すメッセージを受信することと、ここにお
いて、受信機は、目標起床時間用の識別子を示すページングメッセージを受信するように
さらに構成される、装置により、スリープ状態に入ることと、装置により、目標起床時間
用の識別子を示すページングメッセージを受信したことに基づいて、目標起床時間に起き
ることとを含む。
【００６１】



(10) JP 6363256 B2 2018.7.25

10

20

30

40

50

　[0061]開示される別の態様は装置である。装置は、目標起床時間と目標起床時間用の識
別子とを示すメッセージを受信するように構成された受信機と、ここにおいて、受信機は
、目標起床時間用の識別子を示すページングメッセージを受信するようにさらに構成され
る、スリープ状態に入り、目標起床時間用の識別子を示すページングメッセージを受信し
たことに基づいて、目標起床時間に起きるように構成された処理装置とを含む。
【００６２】
　[0062]開示される別の態様はステーションである。ステーションは、アンテナと、アン
テナを使用してメッセージを受信するように構成された受信機と、メッセージは、目標起
床時間と目標起床時間用の識別子とを示す、ここにおいて、受信機は、目標起床時間用の
識別子を示すページングメッセージを受信するようにさらに構成される、スリープ状態に
入り、目標起床時間用の識別子を示すページングメッセージを受信したことに基づいて、
目標起床時間に起きるように構成された処理装置とを含む。
【００６３】
　[0063]開示される別の態様は装置である。装置は、目標起床時間と目標起床時間用の識
別子とを示すメッセージを受信するための手段と、ここにおいて、受信するための手段は
、目標起床時間用の識別子を示すページングメッセージを受信するようにさらに構成され
る、スリープ状態に入り、目標起床時間用の識別子を示すページングメッセージを受信し
たことに基づいて、目標起床時間に起きるための手段とを含む。
【００６４】
　[0064]開示される別の態様はコンピュータプログラム製品である。コンピュータプログ
ラム製品は、実行されたときワイヤレス通信の方法を装置に実施させる命令を有する、そ
の上に符号化されたコンピュータ可読記憶デバイスを含み、前記方法は、目標起床時間と
目標起床時間用の識別子とを示すメッセージを受信することと、ここにおいて、受信機は
、目標起床時間用の識別子を示すページングメッセージを受信するようにさらに構成され
る、スリープ状態に入ることと、目標起床時間用の識別子を示すページングメッセージを
受信したことに基づいて、目標起床時間に起きることとを含む。
【００６５】
　[0065]本開示の別の態様は、ワイヤレス通信の方法を提供する。方法は、装置により、
目標起床時間とアップリンク方向インジケータとを示すメッセージを生成することと、こ
こにおいて、メッセージは、アップリンクデータを送信する前に送信要求メッセージが送
信されるべきかどうかをさらに示す、装置により、生成されたメッセージを送信すること
とを含む。
【００６６】
　[0066]開示される別の態様は装置である。装置は、目標起床時間とアップリンク方向イ
ンジケータとを示すメッセージを生成するように構成された処理装置と、ここにおいて、
メッセージは、アップリンクデータを送信する前に送信要求メッセージが送信されるべき
かどうかをさらに示す、生成されたメッセージを送信するように構成された送信機とを含
む。
【００６７】
　[0067]開示される別の態様はアクセスポイントである。アクセスポイントは、アンテナ
と、目標起床時間とアップリンク方向インジケータとを示すメッセージを生成するように
構成された処理装置と、ここにおいて、メッセージは、アップリンクデータを送信する前
に送信要求メッセージが送信されるべきかどうかをさらに示す、アンテナを使用して生成
されたメッセージを送信するように構成された送信機とを含む。
【００６８】
　[0068]開示される別の態様は装置である。装置は、目標起床時間とアップリンク方向イ
ンジケータとを示すメッセージを生成するための手段と、ここにおいて、メッセージは、
アップリンクデータを送信する前に送信要求メッセージが送信されるべきかどうかをさら
に示す、生成されたメッセージを送信するための手段とを含む。
【００６９】
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　[0069]開示される別の態様はコンピュータプログラム製品である。コンピュータプログ
ラム製品は、実行されたときワイヤレス通信の方法を装置に実施させる命令を有する、そ
の上に符号化されたコンピュータ可読記憶デバイスを含み、前記方法は、目標起床時間と
アップリンク方向インジケータとを示すメッセージを生成することと、ここにおいて、メ
ッセージは、アップリンクデータを送信する前に送信要求メッセージが送信されるべきか
どうかをさらに示す、生成されたメッセージを送信することとを含む。
【００７０】
　[0070]本開示の別の態様は、ワイヤレス通信の方法を提供する。方法は、装置により、
目標起床時間とアップリンク方向インジケータとを示すメッセージを受信することと、こ
こにおいて、メッセージは、アップリンクデータを送信する前に送信要求メッセージが送
信されるべきかどうかをさらに示す、装置により、アップリンクデータを送信する前に送
信要求メッセージが送信されるべきことをメッセージが示すかどうかに基づいて、送信要
求メッセージを選択的に送信することとを含む。
【００７１】
　[0071]開示される別の態様は装置である。装置は、目標起床時間とアップリンク方向イ
ンジケータとを示すメッセージを受信するように構成された受信機と、ここにおいて、メ
ッセージは、アップリンクデータを送信する前に送信要求メッセージが送信されるべきか
どうかをさらに示す、アップリンクデータを送信する前に送信要求メッセージが送信され
るべきことをメッセージが示すかどうかに基づいて、送信要求メッセージを選択的に送信
するように構成された送信機とを含む。
【００７２】
　[0072]開示される別の態様はステーションである。ステーションは、アンテナと、アン
テナを使用してメッセージを受信するように構成された受信機と、メッセージは目標起床
時間とアップリンク方向インジケータとを示す、ここにおいて、メッセージは、アップリ
ンクデータを送信する前に送信要求メッセージが送信されるべきかどうかをさらに示す、
アップリンクデータを送信する前に送信要求メッセージが送信されるべきことをメッセー
ジが示すかどうかに基づいて、送信要求メッセージを選択的に送信するように構成された
送信機とを含む。
【００７３】
　[0073]開示される別の態様は装置である。装置は、目標起床時間とアップリンク方向イ
ンジケータとを示すメッセージを受信するための手段と、ここにおいて、メッセージは、
アップリンクデータを送信する前に送信要求メッセージが送信されるべきかどうかをさら
に示す、アップリンクデータを送信する前に送信要求メッセージが送信されるべきことを
メッセージが示すかどうかに基づいて、送信要求メッセージを選択的に送信するための手
段とを含む。
【００７４】
　[0074]開示される別の態様はコンピュータプログラム製品である。コンピュータプログ
ラム製品は、実行されたときワイヤレス通信の方法を装置に実施させる命令を有する、そ
の上に符号化されたコンピュータ可読記憶デバイスを含み、前記方法は、目標起床時間と
アップリンク方向インジケータとを示すメッセージを受信することと、ここにおいて、メ
ッセージは、アップリンクデータを送信する前に送信要求メッセージが送信されるべきか
どうかをさらに示す、アップリンクデータを送信する前に送信要求メッセージが送信され
るべきことをメッセージが示すかどうかに基づいて、送信要求メッセージを選択的に送信
することとを含む。
【００７５】
　[0075]開示される別の態様は方法である。方法は、装置により、その間に１つまたは複
数の識別されたデバイスが装置と通信することを許可されるウィンドウの満了時間を示す
メッセージを生成することと、ここにおいて、満了時間はビーコン間隔の数に基づいて示
される、装置により、生成されたメッセージを送信することとを含む。いくつかの態様で
は、方法は、特定の数のビーコン間隔を示すようにメッセージを生成することによって、
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ウィンドウが満了しないことを示すことをさらに含む。いくつかの態様では、方法は、ウ
ィンドウが満了しないことを示すようにメッセージを生成することと、ウィンドウの満了
時間を示す第２のメッセージを生成することと、ここにおいて、満了時間は、特定の値に
等しくない第２の数のビーコン間隔に基づいて示される、装置により、第２のメッセージ
を送信することとをさらに含む。いくつかの態様では、方法は、制限されたアクセスウィ
ンドウ（ＲＡＷ）のメッセージとしてメッセージを生成することを含み、制限されたアク
セスウィンドウのメッセージは、アクセスポイントがワイヤレスステーションの選択され
たグループ用に確保されたものとして宣言する時間の期間を定義する。いくつかの態様で
は、方法はまた、制限されたアクセスウィンドウ（ＲＡＷ）の開始時間と持続時間とを示
すように、制限されたアクセスウィンドウのメッセージを生成することを含む。
【００７６】
　[0076]開示される別の態様は装置である。装置は、その間に１つまたは複数の識別され
たデバイスが装置と通信することを許可されるウィンドウの満了時間を示すメッセージを
生成するように構成された処理システムを含み、ここにおいて、満了時間はビーコン間隔
の数に基づいて示され、処理システムは、生成されたメッセージを送信するようにさらに
構成される。いくつかの態様では、ビーコン間隔の数が特定の値に等しい場合、満了時間
はウィンドウが満了しないことを示す。いくつかの態様では、処理システムは、ウィンド
ウが満了しないことを示すようにメッセージを生成するようにさらに構成され、処理シス
テムは、ウィンドウの満了時間を示す第２のメッセージを生成するようにさらに構成され
、ここにおいて、満了時間は、特定の値に等しくない数のビーコン間隔に基づいて示され
、処理システムは、第２のメッセージを送信するようにさらに構成される。
【００７７】
　[0077]装置のいくつかの態様では、処理システムは、制限されたアクセスウィンドウ（
ＲＡＷ）のメッセージとしてメッセージを生成するようにさらに構成され、制限されたア
クセスウィンドウのメッセージは、アクセスポイントがワイヤレスステーションの選択さ
れたグループ用に確保されたものとして宣言する時間の期間を定義する。いくつかの態様
では、処理システムは、制限されたアクセスウィンドウ（ＲＡＷ）の開始時間と持続時間
とを示すように、制限されたアクセスウィンドウのメッセージを生成するようにさらに構
成される。
【００７８】
　[0078]開示される別の態様は方法である。方法は、装置により、第１のメッセージを受
信することと、第１のメッセージを復号してビーコン間隔の第１の数を決定することと、
ビーコン間隔の第１の数に基づいて、その間に１つまたは複数の識別されたデバイスがア
クセスポイントと通信することを許可されるウィンドウの満了時間を決定することと、装
置により、ウィンドウの間第２のメッセージを送信することとを含む。いくつかの態様で
は、方法はまた、ビーコン間隔の第１の数が特定の値に等しい場合、ウィンドウが満了し
ないと決定することを含む。いくつかの態様では、方法はまた、ビーコン間隔の第１の数
に基づいてウィンドウが満了しないと決定することと、第３のメッセージを受信すること
と、第２のメッセージに基づいてビーコン間隔の第２の数を決定することと、特定の値に
等しくないビーコン間隔の第２の数に基づいてウィンドウが満了すると決定することとを
含む。方法のいくつかの態様はまた、受信されたメッセージを制限されたアクセスウィン
ドウのメッセージとして復号することを含み、ここにおいて、制限されたアクセスウィン
ドウのメッセージは、アクセスポイントがワイヤレスステーションの選択されたグループ
用に確保されたものとして宣言する時間の期間を定義する。いくつかの態様では、方法は
また、制限されたアクセスウィンドウ（ＲＡＷ）のメッセージを復号して、制限されたア
クセスウィンドウの開始時間と持続時間とを決定することを含む。
【００７９】
　[0079]開示される別の態様は装置である。装置は、第１のメッセージを受信することと
、第１のメッセージを復号してビーコン間隔の第１の数を決定することと、ビーコン間隔
の第１の数に基づいて、その間に１つまたは複数の識別されたデバイスがアクセスポイン
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トと通信することを許可されるウィンドウの満了時間を決定することと、ウィンドウの間
第２のメッセージを送信することとを行うように構成された処理システムを含む。いくつ
かの態様では、処理システムは、ビーコン間隔の第１の数が特定の値に等しい場合、ウィ
ンドウが満了しないと決定するようにさらに構成される。いくつかの態様では、処理シス
テムは、ビーコン間隔の第１の数に基づいてウィンドウが満了しないと決定することと、
第３のメッセージを受信することと、第３のメッセージに基づいてビーコン間隔の第２の
数を決定することと、特定の値に等しくないビーコン間隔の第２の数に基づいてウィンド
ウが満了すると決定することとを行うようにさらに構成される。
【００８０】
　[0080]装置のいくつかの態様では、処理システムは、受信されたメッセージを制限され
たアクセスウィンドウのメッセージとして復号するようにさらに構成され、ここにおいて
、制限されたアクセスウィンドウのメッセージは、アクセスポイントがワイヤレスステー
ションの選択されたグループ用に確保されたものとして宣言する時間の期間を定義する。
装置のいくつかの態様では、処理システムは、制限されたアクセスウィンドウ（ＲＡＷ）
のメッセージを復号して、制限されたアクセスウィンドウの開始時間と持続時間とを決定
するようにさらに構成される。
【００８１】
　[0081]開示される別の態様は、ワイヤレス通信用の方法である。方法は、装置により、
その間に装置が１つまたは複数のワイヤレスデバイスとデータを通信するべき時間期間を
識別する、制限されたアクセスウィンドウ（ＲＡＷ）のメッセージを生成することと、メ
ッセージは、時間期間中のワイヤレス通信の流れ方向を示すインジケータをさらに備える
、装置により、生成されたメッセージを送信することとを含む。いくつかの態様では、イ
ンジケータは、時間期間中に通信されたデータがアップリンクデータかダウンリンクデー
タかを示す。いくつかの態様では、インジケータは、時間期間中に通信されたデータがア
ップリンクデータか、ダウンリンクデータか、または双方向データかを示す。いくつかの
態様では、方法は、時間期間中に通信されたアップリンクデータとダウンリンクデータと
の間の優先順位を示す優先順位インジケータを備えるように、制限されたアクセスウィン
ドウのメッセージを生成することをさらに含む。いくつかの態様では、ワイヤレス通信の
流れ方向のインジケータは、１ビットまたは２ビットのビット長を有する。いくつかの態
様では、時間期間は目標起床時間（ＴＷＴ）を識別する。いくつかの態様では、方法はま
た、開始時間インジケータと持続時間インジケータとを備えるように、制限されたアクセ
スウィンドウ（ＲＡＷ）のメッセージを生成することを含み、開始時間インジケータはＲ
ＡＷの開始時間を示し、持続時間インジケータはＲＡＷの持続時間を示す。
【００８２】
　[0082]開示される別の態様は、ワイヤレス通信用の装置である。装置は、その間に装置
が１つまたは複数のワイヤレスデバイスとデータを通信するべき時間期間を識別する、制
限されたアクセスウィンドウ（ＲＡＷ）のメッセージを生成するように構成された処理シ
ステムと、メッセージは、時間期間中のワイヤレス通信の流れ方向を示すインジケータを
備えるようにさらに生成される、生成されたメッセージを送信するように構成された送信
機とを含む。いくつかの態様では、インジケータは、時間期間中に通信されたデータがア
ップリンクデータかダウンリンクデータかを示す。いくつかの態様では、インジケータは
、時間期間中に通信されたデータがアップリンクデータか、ダウンリンクデータか、また
は双方向データかを示す。いくつかの態様では、処理システムは、時間期間中に通信され
たアップリンクデータおよびダウンリンクデータの優先順位を示す優先順位インジケータ
を備えるように、制限されたアクセスウィンドウのメッセージを生成するようにさらに構
成される。いくつかの態様では、ワイヤレス通信の流れ方向のインジケータは、１ビット
または２ビットのいずれかのビット長を有する。いくつかの態様では、時間期間は目標起
床時間（ＴＷＴ）を識別する。
【００８３】
　[0083]いくつかの態様では、処理システムは、開始時間インジケータと持続時間インジ
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ケータとを備えるように、制限されたアクセスウィンドウ（ＲＡＷ）のメッセージを生成
するようにさらに構成され、開始時間インジケータはＲＡＷの開始時間を示し、持続時間
インジケータはＲＡＷの持続時間を示す。
【００８４】
　[0084]開示される別の態様は、ワイヤレス通信の方法である。方法は、装置により、そ
の間に第１のデバイスが１つまたは複数の第２のデバイスとデータを通信する時間期間を
識別する、制限されたアクセスウィンドウ（ＲＡＷ）のメッセージを受信することと、メ
ッセージは、ワイヤレス通信の流れ方向を示すインジケータをさらに備える、装置により
、ワイヤレス通信の流れ方向のインジケータに基づいて第１のデバイスとデータを通信す
ることとを含む。いくつかの態様では、方法はまた、制限されたアクセスウィンドウ（Ｒ
ＡＷ）のメッセージを復号して、通信されたデータがアップリンクデータかダウンリンク
データかを決定することを含む。いくつかの態様では、方法はまた、制限されたアクセス
ウィンドウ（ＲＡＷ）のメッセージを復号して、通信されたデータがアップリンクデータ
か、ダウンリンクデータか、または双方向データかを決定することを含む。いくつかの態
様では、方法はまた、制限されたアクセスウィンドウのメッセージ（ＲＡＷ）を復号して
、時間期間中に通信されたアップリンクデータおよびダウンリンクデータの優先順位を決
定することを含む。いくつかの態様では、方法はまた、１ビットまたは２ビットのいずれ
かの受信されたＲＡＷメッセージに基づいて、ワイヤレス通信の流れ方向のインジケータ
を復号することを含む。いくつかの態様では、時間期間は目標起床時間（ＴＷＴ）を識別
する。いくつかの態様では、方法はまた、制限されたアクセスウィンドウのメッセージに
基づいて、ＲＡＷの開始時間とＲＡＷの持続時間とを復号することを含む。
【００８５】
　[0085]開示される別の態様は、ワイヤレス通信用の装置である。装置は、その間に第１
のデバイスが１つまたは複数の第２のデバイスとデータを通信する時間期間を識別する、
制限されたアクセスウィンドウ（ＲＡＷ）のメッセージを受信するように構成された処理
システムを含み、メッセージは、時間期間中のワイヤレス通信の流れ方向を示すインジケ
ータを備える。処理システムは、ワイヤレス通信の流れ方向のインジケータに基づいて、
第１のデバイスとデータを通信するようにさらに構成される。いくつかの態様では、処理
システムは、制限されたアクセスウィンドウのメッセージを復号して、通信されたデータ
がアップリンクデータかダウンリンクデータかを決定するようにさらに構成される。いく
つかの態様では、処理システムは、制限されたアクセスウィンドウのメッセージを復号し
て、通信されたデータがアップリンクデータか、ダウンリンクデータか、または双方向デ
ータかを決定するようにさらに構成される。いくつかの態様では、処理システムは、制限
されたアクセスウィンドウのメッセージを復号して、時間期間中に通信されたアップリン
クデータおよびダウンリンクデータの優先順位を決定するようにさらに構成される。いく
つかの態様では、処理システムは、１ビットまたは２ビットのいずれかの受信されたメッ
セージに基づいて、ワイヤレス通信の流れ方向のインジケータを復号するようにさらに構
成される。いくつかの態様では、時間期間は目標起床時間（ＴＷＴ）を識別する。いくつ
かの態様では、処理システムは、制限されたアクセスウィンドウのメッセージに基づいて
、ＲＡＷの開始時間とＲＡＷの持続時間とを復号するようにさらに構成される。
【００８６】
　[0086]開示される別の態様は、ワイヤレス通信の方法である。方法は、装置により、装
置に関連付けられていないデバイスが、メッセージによって定義された時間期間中に装置
と通信することを許可されたことを示す、制限されたアクセスウィンドウのメッセージを
生成することと、装置により、生成されたメッセージを送信することとを含む。いくつか
の態様では、方法はまた、時間期間中のスリープ状態または居眠り状態を禁止することを
含む。いくつかの態様では、方法は、関連するデバイスも装置と通信するための時間期間
を使用することができるかどうかを示すように、制限されたアクセスウィンドウのメッセ
ージを生成することを含む。いくつかの態様では、方法は、時間期間中に装置と通信する
ことを許可されたデバイスの一意のデバイス識別子を備えるように、制限されたアクセス
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ウィンドウのメッセージを生成することをさらに含む。いくつかの態様では、方法は、時
間期間中に第１の関連しないデバイスから第１のメッセージを受信することと、時間期間
中に第１のメッセージが受信された場合、第１のメッセージに対する応答を送信すること
とを含む。いくつかの態様では、方法は、時間期間の開始時間を示すインジケータを備え
るようにメッセージを生成することをさらに備える、制限されたアクセスウィンドウのメ
ッセージを生成することをさらに含み、開始時間は絶対時間基準に基づく。
【００８７】
　[0087]開示される別の態様は、ワイヤレス通信用の装置である。装置は、装置に関連付
けられていないデバイスが、メッセージによって定義された時間期間中に装置と通信する
ことを許可されたことを示す、制限されたアクセスウィンドウ（ＲＡＷ）のメッセージを
生成するように構成された処理システムと、生成されたメッセージを送信するように構成
された送信機とを含む。いくつかの態様では、処理システムは、時間期間中のスリープ状
態または居眠り状態を禁止するようにさらに構成される。いくつかの態様では、処理シス
テムは、時間期間中に装置と通信することを許可されたデバイスの一意のデバイス識別子
を備えるように、制限されたアクセスウィンドウのメッセージを生成するようにさらに構
成される。いくつかの態様では、処理システムは、関連するデバイスも装置と通信するた
めの時間期間を使用することができるかどうかを示すように、制限されたアクセスウィン
ドウのメッセージを生成するようにさらに構成される。いくつかの態様では、処理システ
ムは、時間期間中に第１の関連しないデバイスから第１のメッセージを受信するようにさ
らに構成され、送信機において、時間期間中に第１のメッセージが受信された場合、第１
のメッセージに対する応答を送信するようにさらに構成される。いくつかの態様では、処
理システムは、時間期間の開始時間を示すインジケータをさらに備えるように、制限され
たアクセスウィンドウのメッセージを生成するようにさらに構成され、開始時間は絶対時
間基準に基づく。
【００８８】
　[0088]開示される別の態様は、ワイヤレス通信用の方法である。方法は、第１の装置に
より、制限されたアクセスウィンドウ（ＲＡＷ）のメッセージを復号して、制限されたア
クセスウィンドウのメッセージによって定義された時間期間中に、第２の装置に関連付け
られていないデバイスが第２の装置と通信することを許可されたと決定することと、第１
の装置により、第１の装置が第２の装置に関連付けられているかどうかに基づいて、時間
期間中に第２の装置に別のメッセージを送信することとを含む。いくつかの態様では、送
信は、第１の装置が第２の装置に関連付けられていない場合、第２の装置に関連付けメッ
セージを送信することを含む。いくつかの態様では、方法はまた、制限されたアクセスウ
ィンドウ（ＲＡＷ）のメッセージを復号して、第２の装置に関連付けられたデバイスが時
間期間中に第２の装置と通信することを許可されるかどうかを決定することを含み、ここ
において、送信は、第２の装置に関連付けられたデバイスが時間期間中に第２の装置と通
信することを許可され、第１の装置が第２の装置に関連付けられている場合、時間期間中
に第２の装置に別のメッセージを送信することを含む。
【００８９】
　[0089]いくつかの態様では、方法は、第１の装置の一意のデバイス識別子が制限された
アクセスウィンドウのメッセージに含まれるかどうかに基づいて、時間期間中に第１の装
置が第２の装置と通信することを許可されるかどうかを決定することを含む。いくつかの
態様では、方法は、制限されたアクセスウィンドウのメッセージを復号して、時間期間の
開始時間のインジケータを識別することをさらに含み、開始時間は絶対時間基準に基づく
。
【００９０】
　[0090]開示される別の態様は、ワイヤレス通信用の第１の装置である。第１の装置は、
制限されたアクセスウィンドウのメッセージによって定義された時間期間中に、第２の装
置に関連付けられていないデバイスが第２の装置と通信することを許可されたことを示す
、制限されたアクセスウィンドウのメッセージを受信するように構成された処理システム
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と、第１の装置が第２の装置に関連付けられているかどうかに基づいて、時間期間中に第
２の装置に別のメッセージを送信するように構成された送信機とを含む。いくつかの態様
では、送信機は、第１の装置が第２の装置に関連付けられていない場合、第２の装置に関
連付けメッセージを送信するようにさらに構成される。いくつかの態様では、処理システ
ムは、制限されたアクセスウィンドウ（ＲＡＷ）のメッセージを復号して、第２の装置に
関連付けられたデバイスが時間期間中に第２の装置と通信することを許可されるかどうか
を決定するようにさらに構成され、送信機は、第２の装置に関連付けられたデバイスが時
間期間中に第２の装置と通信することを許可され、第１の装置が第２の装置に関連付けら
れている場合、時間期間中に第２の装置に他のメッセージを送信するようにさらに構成さ
れる。いくつかの態様では、処理システムは、第１の装置の一意のデバイス識別子が制限
されたアクセスウィンドウのメッセージに含まれるかどうかに基づいて、時間期間中に第
１の装置が第２の装置と通信することを許可されるかどうかを決定するようにさらに構成
される。いくつかの態様では、処理システムは、制限されたアクセスウィンドウのメッセ
ージを復号して、時間期間の開始時間のインジケータを識別するようにさらに構成され、
開始時間は絶対時間基準に基づく。
【００９１】
　[0091]開示される別の態様は、ワイヤレス通信用の方法である。方法は、装置により、
その間に１つまたは複数のデバイスが装置と通信することを許可されるウィンドウの開始
時間を示すメッセージを生成することと、開始時間は絶対時間基準に基づく、装置により
、生成されたメッセージを送信することとを含む。いくつかの態様では、絶対時間基準は
、目標ビーコン送信時間（ＴＢＴＴ）に基づく。いくつかの態様では、絶対時間基準は、
タイミング同期機能（ＴＳＦ）に基づく。いくつかの態様では、メッセージを生成するこ
とは、制限されたアクセスウィンドウの開始時間と持続時間とを示すように、制限された
アクセスウィンドウのメッセージを生成することをさらに含む。いくつかの態様では、メ
ッセージは、目標起床時間情報要素（ＴＷＴ　ＩＥ）として生成される。いくつかの態様
では、メッセージは、ウィンドウの間のワイヤレス通信の流れ方向のインジケータをさら
に備えるように生成される。いくつかの態様では、ワイヤレス通信の流れ方向のインジケ
ータは、ウィンドウの間に装置がデータを送信するか受信するかを示す。
【００９２】
　[0092]開示される別の態様は、ワイヤレス通信用の装置である。装置は、その間に１つ
または複数のデバイスが装置と通信することを許可されるウィンドウの開始時間を示すメ
ッセージを生成するように構成された処理システムと、開始時間は絶対時間基準に基づく
、生成されたメッセージを送信するように構成された送信機とを含む。いくつかの態様で
は、絶対時間基準は、目標ビーコン送信時間（ＴＢＴＴ）に基づく。いくつかの態様では
、絶対時間基準は、タイミング同期機能（ＴＳＦ）に基づく。いくつかの態様では、メッ
セージを生成することは、制限されたアクセスウィンドウの開始時間と持続時間とを示す
ように、制限されたアクセスウィンドウのメッセージを生成することをさらに含む。いく
つかの態様では、処理システムは、目標起床時間情報要素（ＴＷＴ　ＩＥ）としてメッセ
ージを生成するように構成される。いくつかの態様では、メッセージは、ウィンドウの間
のワイヤレス通信の流れ方向のインジケータをさらに備えるように生成される。いくつか
の態様では、ワイヤレス通信の流れ方向のインジケータは、ウィンドウの間に装置がデー
タを送信するか受信するかを示す。
【００９３】
　[0093]開示される別の態様は、ワイヤレス通信用の装置である。装置は、その間に１つ
または複数のデバイスが装置と通信することを許可されるウィンドウの開始時間を示すメ
ッセージを生成するための手段と、開始時間は絶対時間基準に基づく、生成されたメッセ
ージを送信するための手段とを含む。いくつかの態様では、絶対時間基準は、目標ビーコ
ン送信時間（ＴＢＴＴ）に基づく。いくつかの態様では、絶対時間基準は、タイミング同
期機能（ＴＳＦ）に基づく。いくつかの態様では、生成するための手段は、制限されたア
クセスウィンドウのメッセージとしてメッセージを生成するように構成され、制限された
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アクセスウィンドウのメッセージは、制限されたアクセスウィンドウの開始時間と持続時
間とを示すインジケータを備える。いくつかの態様では、生成するための手段は、目標起
床時間情報要素（ＴＷＴ　ＩＥ）としてメッセージを生成するように構成される。いくつ
かの態様では、生成するための手段は、ウィンドウの間のワイヤレス通信の流れ方向のイ
ンジケータをさらに備えるようにメッセージを生成するように構成される。いくつかの態
様では、ワイヤレス通信の流れ方向のインジケータは、ウィンドウの間装置がデータを送
信するか受信するかを示す。
【００９４】
　[0094]開示される別の態様は、ワイヤレス通信用のワイヤレスノードである。ワイヤレ
スノードは、アンテナと、その間に１つまたは複数のデバイスが装置と通信することを許
可されるウィンドウの開始時間を示すメッセージを生成するように構成された処理システ
ムと、開始時間は絶対時間基準に基づく、アンテナを使用して生成されたメッセージを送
信するように構成された送信機とを含む。
【００９５】
　[0095]開示される別の態様は、ワイヤレス通信用の方法である。方法は、装置により、
少なくとも１つの特定のデバイスを識別するメッセージを生成することと、その間に識別
された少なくとも１つの特定のデバイスが装置と通信することを許可される時間期間を識
別するようにメッセージを生成することと、装置により、生成されたメッセージを送信す
ることとを含む。いくつかの態様では、メッセージを生成することは、制限されたアクセ
スウィンドウのメッセージを生成することをさらに含む。いくつかの態様では、方法は、
時間期間の開始時間と持続時間とを示すように、制限されたアクセスウィンドウのメッセ
ージを生成することを含む。いくつかの態様では、方法は、時間期間中に装置と通信する
ことを許可された少なくとも１つの特定のデバイスのリストを備えるように、メッセージ
を生成することをさらに含む。いくつかの態様では、方法は、時間期間中に装置と通信す
ることを許可された１つまたは複数の特定のデバイスの各々のインジケータを備えるよう
に、メッセージを生成することをさらに含む。いくつかの態様では、方法は、時間期間中
に特定のデバイスからメッセージを受信することと、時間期間中に特定のデバイスのメッ
セージが受信された場合、特定のデバイスのメッセージに対する応答を生成することとを
さらに含む。
【００９６】
　[0096]開示される別の態様は、ワイヤレス通信用の装置である。装置は、少なくとも１
つの特定のデバイスを識別するメッセージを生成するように構成され、その間に少なくと
も１つの識別された特定のデバイスが装置と通信することを許可される時間期間の識別子
を備えるようにメッセージを生成するように構成された処理システムと、生成されたメッ
セージを送信するように構成された送信機とを含む。いくつかの態様では、メッセージを
生成することは、制限されたアクセスウィンドウのメッセージを生成することをさらに含
む。いくつかの態様では、処理システムは、時間期間の開始時間と持続時間とを示すよう
に、制限されたアクセスウィンドウのメッセージを生成するようにさらに構成される。い
くつかの態様では、処理システムは、時間期間中に装置と通信することを許可された１つ
または複数の特定のデバイスのリストを備えるように、メッセージを生成するようにさら
に構成される。いくつかの態様では、処理システムは、時間期間中に装置と通信すること
を許可された１つまたは複数の特定のデバイスの各々の識別子を備えるように、メッセー
ジを生成するようにさらに構成される。いくつかの態様では、処理システムは、時間期間
中に特定のデバイスからメッセージを受信するようにさらに構成され、処理システムは、
時間期間中に特定のデバイスのメッセージが受信された場合、特定のデバイスのものに対
する応答を生成するようにさらに構成される。
【００９７】
　[0097]開示される別の態様は、ワイヤレス通信用の方法である。方法は、第１の装置に
より、ワイヤレス通信ネットワークから受信されたメッセージを復号して、特定のデバイ
スを識別することと、メッセージを復号して、その間に識別された特定のデバイスが第２
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の装置と通信することを許可される時間期間を識別することと、第１の装置により、時間
期間中の第２の装置との通信を制限することとを含む。いくつかの態様では、方法は、受
信されたメッセージを制限されたアクセスウィンドウのメッセージとして復号することを
含む。いくつかの態様では、方法は、制限されたアクセスウィンドウのメッセージに基づ
いて、制限されたアクセスウィンドウの開始時間と持続時間とを決定することを含む。い
くつかの態様では、方法は、制限されたアクセスウィンドウのメッセージを復号して、時
間期間中に第２の装置と通信することを許可されたデバイスのグループのリスティングを
識別することを含む。いくつかの態様では、方法は、メッセージを復号して、時間期間中
に第２の装置と通信することを許可された１つまたは複数の特定のデバイスの各々のイン
ジケータを識別することをさらに含む。いくつかの態様では、第１の装置により、時間期
間中の第２の装置との通信を制限することは、復号に基づいて、第１の装置が受信された
メッセージによって識別されるかどうかを決定することと、第１の装置が識別された場合
、時間期間中に第２の装置にメッセージを送信することと、第１の装置が識別されなかっ
た場合、時間期間中に第２の装置にメッセージを送信しないこととをさらに含む。
【００９８】
　[0098]開示される別の態様は、ワイヤレス通信用の第１の装置である。第１の装置は、
ワイヤレス通信ネットワークから受信されたメッセージを復号して、少なくとも１つの特
定のデバイスを識別することと、メッセージを復号して、その間に少なくとも１つの特定
のデバイスが第２の装置と通信することを許可される時間期間を識別することと、時間期
間中の第２の装置との通信を制限することとを行うように構成された処理システムを含む
。いくつかの態様では、処理システムは、受信されたメッセージを制限されたアクセスウ
ィンドウのメッセージとして復号するようにさらに構成される。いくつかの態様では、処
理システムは、制限されたアクセスウィンドウのメッセージに基づいて、制限されたアク
セスウィンドウの開始時間と持続時間とを決定するようにさらに構成される。いくつかの
態様では、処理システムは、制限されたアクセスウィンドウのメッセージを復号して、ウ
ィンドウの間第２の装置と通信することを許可された１つまたは複数の特定のデバイスの
リストを識別するようにさらに構成される。いくつかの態様では、処理システムは、メッ
セージを復号して、時間期間中に第２の装置と通信することを許可された１つまたは複数
の特定のデバイスの各々のインジケータを識別するようにさらに構成される。いくつかの
態様では、処理システムは、復号に基づいて、第１の装置が受信されたメッセージによっ
て識別されるかどうかを決定することによって、時間期間中の第２の装置との通信を制限
するように構成され、ここにおいて、第１の装置は、第１の装置が識別された場合、時間
期間中に第２の装置にメッセージを送信するように構成された送信機をさらに備え、送信
機は、第１の装置が識別されなかった場合、時間期間中に第２の装置にメッセージを送信
しないようにさらに構成される。
【００９９】
　[0099]開示される別の態様は、ワイヤレス通信の方法である。方法は、装置により、そ
の間に１つまたは複数のデバイスが装置と通信することを許可されるウィンドウの持続時
間の第１のインジケータを備える第１のメッセージを生成することと、ここにおいて、制
限された持続時間はビーコン間隔の数を示す第１のインジケータに基づいて示される、装
置により、第１のメッセージを送信することとを含む。いくつかの態様では、第１のイン
ジケータが特定の値を示す場合、持続時間は制限されない。いくつかの態様では、第１の
メッセージ内の第１のインジケータは、ウィンドウが無制限の持続時間を有することを示
し、方法は、ウィンドウの更新された持続時間を示す第２のインジケータを備える第２の
メッセージを生成することと、ここにおいて、第２のインジケータは、特定の値とは異な
る値を示すことによって、更新された持続時間が制限されることを示す、装置により、第
２のメッセージを送信することとをさらに含む。いくつかの態様では、第１のメッセージ
は、制限されたアクセスウィンドウ（ＲＡＷ）のメッセージとして生成され、ウィンドウ
は制限されたアクセスウィンドウである。いくつかの態様では、制限されたアクセスウィ
ンドウ（ＲＡＷ）のメッセージは、制限されたアクセスウィンドウの開始時間を示す開始
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時間インジケータを備えるように生成される。いくつかの態様では、メッセージは、１つ
または複数のデバイスのリストを備えるように生成される。
【０１００】
　[00100]開示される別の態様は、ワイヤレス通信用の装置である。装置は、その間に１
つまたは複数のデバイスが装置と通信することを許可されるウィンドウの持続時間を示す
第１のインジケータを備える第１のメッセージを生成するように構成された処理システム
と、ここにおいて、制限された持続時間はビーコン間隔の数に基づいて示される、生成さ
れたメッセージを送信するように構成された送信機とを含む。いくつかの態様では、第１
のインジケータが特定の値を示す場合、持続時間は制限されない。いくつかの態様では、
処理システムは、ウィンドウが無制限の持続時間を有することを示すように、第１のメッ
セージを生成するようにさらに構成され、処理システムは、ウィンドウの更新された持続
時間を示す第２のインジケータを備える第２のメッセージを生成するようにさらに構成さ
れ、ここにおいて、第２のインジケータは、特定の値とは異なる値を示すことによって、
更新された持続時間が制限されることを示し、送信機は、第２のメッセージを送信するよ
うにさらに構成される。いくつかの態様では、第１のメッセージは、制限されたアクセス
ウィンドウ（ＲＡＷ）のメッセージとして生成され、ここにおいて、ウィンドウは制限さ
れたアクセスウィンドウ（ＲＡＷ）である。いくつかの態様では、処理システムは、制限
されたアクセスウィンドウ（ＲＡＷ）の開始時間を示す開始時間インジケータを備えるよ
うに、制限されたアクセスウィンドウ（ＲＡＷ）のメッセージを生成するようにさらに構
成される。いくつかの態様では、処理システムは、１つまたは複数のデバイスのリストを
備えるように、第１のメッセージを生成するようにさらに構成される。
【０１０１】
　[00101]開示される別の態様は、ワイヤレス通信の方法である。方法は、第１の装置に
より、その間に１つまたは複数のデバイスが第２の装置と通信することを許可されるウィ
ンドウの持続時間の第１のインジケータを備える第１のメッセージを復号することと、こ
こにおいて、制限された持続時間はビーコン間隔の数に基づいて第１のインジケータによ
って示される、第１の装置により、示された持続時間に基づいて、ウィンドウの間第２の
装置に第２のメッセージを送信することとを含む。
【０１０２】
　[00102]いくつかの態様では、方法はまた、第１のインジケータが特定の値を有する場
合、ウィンドウが無制限の持続時間を有すると決定することを備えることを含む。いくつ
かの態様では、方法はまた、特定の値を示す第１のインジケータに基づいて、ウィンドウ
が無制限の持続時間を有すると決定することと、第２のインジケータを備える受信された
第３のメッセージに基づいて、ウィンドウの更新された持続時間がビーコン間隔の数を示
す第２のインジケータに基づいて制限されると決定することとを含む。いくつかの態様で
は、方法はまた、制限されたアクセスウィンドウのメッセージとして第１のメッセージを
復号することを含み、ここにおいて、ウィンドウは制限されたアクセスウィンドウである
。いくつかの態様では、方法は、制限されたアクセスウィンドウ（ＲＡＷ）のメッセージ
を復号して、制限されたアクセスウィンドウの開始時間を示す開始時間インジケータを識
別することを含む。いくつかの態様では、方法はまた、第１のメッセージを復号して、ウ
ィンドウの間装置と通信することを許可された１つまたは複数のデバイスのリストを識別
することを含む。
【０１０３】
　[00103]開示される別の態様は、ワイヤレス通信用の第１の装置である。方法は、その
間に１つまたは複数のデバイスが第２の装置と通信することを許可されるウィンドウの持
続時間の第１のインジケータを備える第１のメッセージを復号するように構成された処理
システムと、ここにおいて、制限された持続時間はビーコン間隔の数に基づいて第１のイ
ンジケータによって示される、ウィンドウの間第２の装置に第２のメッセージを送信する
ように構成された送信機とを含む。いくつかの態様では、処理システムは、第１のインジ
ケータが特定の値を有する場合、ウィンドウが無制限の持続時間を有すると決定するよう
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にさらに構成される。いくつかの態様では、処理システムは、特定の値を示す第１のイン
ジケータに基づいてウィンドウが無制限の持続時間を有すると決定するようにさらに構成
され、処理システムは、第２のインジケータを備える受信された第３のメッセージに基づ
いて、更新された持続時間を決定し、特定の値とは異なる値を示す第２のインジケータに
基づいて、更新された持続時間が制限されると決定するようにさらに構成される。
【０１０４】
　[00104]いくつかの態様では、処理システムは、制限されたアクセスウィンドウのメッ
セージとして第１の受信されたメッセージを復号するようにさらに構成され、ここにおい
て、ウィンドウは制限されたアクセスウィンドウである。いくつかの態様では、処理シス
テムは、制限されたアクセスウィンドウ（ＲＡＷ）のメッセージを復号して、制限された
アクセスウィンドウ（ＲＡＷ）のメッセージに含まれる開始時間インジケータに基づいて
、制限されたアクセスウィンドウの開始時間を決定するようにさらに構成される。いくつ
かの態様では、処理システムは、第１のメッセージを復号して、１つまたは複数のデバイ
スのリストを識別するようにさらに構成される。
【０１０５】
　[00105]開示される別の態様は、ワイヤレス通信の方法である。方法は、装置により、
その間に１つまたは複数のデバイスが装置と通信することを許可されるウィンドウを各々
が有するビーコン間隔の数を示す第１のインジケータを備える第１のメッセージを生成す
ることと、装置により、第１のメッセージを送信することとを含む。いくつかの態様では
、第１のインジケータが特定の値を示す場合、ビーコン間隔の数は制限されない。いくつ
かの態様では、第１のメッセージ内の第１のインジケータは、ビーコン間隔の数が制限さ
れないことを示し、方法は、特定の値とは異なる値を示すことによって、その間に１つま
たは複数のデバイスが装置と通信することを許可されるウィンドウを各々が有するビーコ
ン間隔の制限された数を示す第２のインジケータを備える第２のメッセージを生成するこ
とと、装置により、第２のメッセージを送信することとをさらに含む。いくつかの態様で
は、方法は、生のパラメータセット（ＲＰＳ）の要素を生成することを備える、第１のメ
ッセージを生成することをさらに含む。いくつかの態様では、第１のメッセージは、ビー
コン間隔内のウィンドウの各々の開始時間を示す開始時間インジケータを備えるように生
成される。いくつかの態様では、第１のメッセージは、ビーコン間隔内のウィンドウの各
々の持続時間を示す持続時間インジケータをさらに備える。いくつかの態様では、メッセ
ージは、１つまたは複数のデバイスのリストを備えるように生成される。
【０１０６】
　[00106]開示される別の態様は、ワイヤレス通信用の装置である。装置は、その間に１
つまたは複数のデバイスが装置と通信することを許可されるウィンドウを各々が有するビ
ーコン間隔の数を示す第１のインジケータを備える第１のメッセージを生成するように構
成された処理システムと、生成されたメッセージを送信するように構成された送信機とを
含む。いくつかの態様では、第１のインジケータが特定の値を示す場合、ビーコン間隔の
数は制限されない。装置のいくつかの態様では、処理システムは、ビーコン間隔の数が制
限されないことを示すように、第１のメッセージを生成するようにさらに構成され、処理
システムは、特定の値とは異なる値を示すことによって、その間に１つまたは複数のデバ
イスが装置と通信することを許可されるウィンドウを有するビーコン間隔の制限された数
を示す第２のインジケータを備える第２のメッセージを生成するようにさらに構成され、
送信機は、第２のメッセージを送信するようにさらに構成される。装置のいくつかの態様
では、第１のメッセージを生成することは、生のパラメータセット（ＲＰＳ）の要素を生
成することを含む。
【０１０７】
　[00107]装置のいくつかの態様では、処理システムは、ビーコン間隔内の各ウィンドウ
の開始時間を示す開始時間インジケータを備えるように、第１のメッセージを生成するよ
うにさらに構成される。いくつかの態様では、処理システムは、ビーコン間隔内の各ウィ
ンドウの持続時間を示す持続時間インジケータを備えるように、第１のメッセージを生成
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するようにさらに構成される。いくつかの態様では、処理システムは、１つまたは複数の
デバイスのリストを備えるように、第１のメッセージを生成するようにさらに構成される
。
【０１０８】
　[00108]開示される別の態様は、ワイヤレス通信の方法である。方法は、第１の装置に
より、その間に１つまたは複数のデバイスが第２の装置と通信することを許可されるウィ
ンドウを各々が有するビーコン間隔の数を示す第１のインジケータを備える第１のメッセ
ージを復号することと、第１の装置により、第１のインジケータに基づくウィンドウのう
ちの１つの間第２の装置に第２のメッセージを送信することとを含む。いくつかの態様で
は、方法は、第１のインジケータが特定の値を有する場合、ビーコン間隔の数が制限され
ないと決定することをさらに含む。いくつかの態様では、方法はまた、特定の値を示す第
１のインジケータに基づいて、ビーコン間隔の数が制限されないと決定することと、第２
のインジケータを備える受信された第３のメッセージに基づいて、特定の値とは異なるビ
ーコン間隔の数を示す第２のインジケータに基づく、その間に１つまたは複数のデバイス
が第２の装置と通信することを許可されるウィンドウを各々が有するビーコン間隔の制限
された数を決定することとを含む。いくつかの態様では、方法は、第１のメッセージを復
号して、ビーコン間隔内の各ウィンドウの開始時間を示す開始時間インジケータを識別す
ることをさらに含む。いくつかの態様では、方法はまた、第１のメッセージを復号して、
ビーコン間隔内の各ウィンドウの持続時間を示す持続時間インジケータを識別することを
含む。いくつかの態様では、方法は、第１のメッセージを復号して、ウィンドウの間装置
と通信することを許可された１つまたは複数のデバイスのリストを識別することをさらに
含む。
【０１０９】
　[00109]開示される別の態様は、ワイヤレス通信用の第１の装置である。方法は、その
間に１つまたは複数のデバイスが第２の装置と通信することを許可されるウィンドウを各
々が有するビーコン間隔の数の第１のインジケータを備える第１のメッセージを復号する
ように構成された処理システムと、第１のインジケータに基づくウィンドウのうちの１つ
の間第２の装置に第２のメッセージを送信するように構成された送信機とを含む。いくつ
かの態様では、処理システムは、第１のインジケータが特定の値を有する場合、ビーコン
間隔の数が制限されないと決定するようにさらに構成される。いくつかの態様では、処理
システムは、特定の値を示す第１のインジケータに基づいて、ビーコン間隔の数が制限さ
れないと決定するようにさらに構成され、処理システムは、第２のインジケータを備える
受信された第３のメッセージに基づいてビーコン間隔の更新された数を決定し、その間に
１つまたは複数のデバイスが第２の装置と通信することを許可されるウィンドウを各々が
有するビーコン間隔の更新された数が、特定の値とは異なる数を示す第２のインジケータ
に基づいて制限されると決定するようにさらに構成される。
【０１１０】
　[00110]装置のいくつかの態様では、処理システムは、第１のメッセージを復号して、
第１のメッセージに含まれる開始時間インジケータに基づいてビーコン間隔内の各ウィン
ドウの開始時間を決定するようにさらに構成される。装置のいくつかの態様では、処理シ
ステムは、第１のメッセージを復号して、第１のメッセージに含まれる持続時間インジケ
ータに基づいてビーコン間隔内の各ウィンドウの持続時間を決定するようにさらに構成さ
れる。装置のいくつかの態様では、処理システムは、第１のメッセージを復号して、１つ
または複数のデバイスのリストを識別するようにさらに構成される。
【図面の簡単な説明】
【０１１１】
【図１】[00111]本開示の態様が採用され得るワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図２】[00112]図１のワイヤレス通信システム内で採用され得るワイヤレスデバイスの
一例を示す図。
【図３】[00113]ワイヤレス通信を送信するために図２のワイヤレスデバイス内に含まれ
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得る構成要素の一例を示す図。
【図４】[00114]ワイヤレス通信を送信するために図２のワイヤレスデバイス内に含まれ
得る構成要素の一例を示す図。
【図５】[00115]一実装形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図６】[00116]一実装形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図７】[00117]ワイヤレス通信の流れ方向を識別するメッセージの一実装形態を示す図
。
【図８】[00118]一実装形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図９】[00119]一実装形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１０】[00120]ワイヤレス通信の流れ方向を識別するメッセージの一実装形態を示す
図。
【図１１】[00121]一実装形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１２】[00122]一実装形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１３】[00123]ワイヤレス通信の流れ方向を識別するメッセージの一実装形態を示す
図。
【図１４】[00124]一実装形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１５】[00125]一実装形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１６】[00126]ワイヤレス通信の流れ方向を識別するメッセージの一実装形態を示す
図。
【図１７】[00127]一実装形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１８】[00128]一実装形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１９】[00129]ワイヤレス通信の流れ方向を識別するメッセージの一実装形態を示す
図。
【図２０】[00130]一実装形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図２１】[00131]一実装形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図２２】[00132]一実装形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図２３】[00133]一実装形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【０１１２】
　[00134]添付の図面を参照して、新規のシステム、装置、および方法の様々な態様が、
以下でより十分に記載される。しかしながら、教示する開示は、多くの異なる形態で具現
化される場合があり、本開示全体にわたって提示される任意の特定の構造または機能に限
定されるものと解釈されるべきではない。むしろ、これらの態様は、本開示が完璧かつ完
全になり、本開示の範囲を当業者に十分に伝えるように、提供される。本明細書の教示に
基づいて、本開示の範囲は、本発明の任意の他の態様とは無関係に実装されるか、本発明
の任意の他の態様と組み合わされるかにかかわらず、本明細書で開示される新規のシステ
ム、装置、および方法の任意の態様を包含するものであることを、当業者は諒解されたい
。たとえば、本明細書に記載された態様をいくつ使用しても、装置は実装され得るか、ま
たは方法は実践され得る。加えて、本発明の範囲は、本明細書に記載された本発明の様々
な態様に加えて、またはそれらの態様以外に、他の構造、機能、または構造と機能とを使
用して実践される、そのような装置または方法を包含するものである。本明細書で開示さ
れる任意の態様が、請求項の１つまたは複数の要素によって具現化され得ることを理解さ
れたい。
【０１１３】
　[00135]本明細書では特定の態様が記載されるが、これらの態様の多くの変形形態およ
び置換は本開示の範囲内に入る。好適な態様のいくつかの利益および利点が言及されるが
、本開示の範囲は、特定の利益、使用、または目的に限定されるものではない。むしろ、
本開示の態様は、様々なワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク、および送信プロ
トコルに広く適用可能なものであり、そのうちのいくつかが図面および好適な態様の以下
の説明において例として示される。発明を実施するための形態および図面は、限定的なも
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のではなく、本開示を説明するものにすぎず、本開示の範囲は、添付の特許請求の範囲お
よびその均等物によって定義される。
【０１１４】
　[00136]ワイヤレスネットワーク技術は、様々なタイプのワイヤレスローカルエリアネ
ットワーク（ＷＬＡＮ）を含む場合がある。ＷＬＡＮは、広く使用されるネットワーキン
グプロトコルを採用して、近くのデバイスを一緒に相互接続するために使用され得る。本
明細書に記載される様々な態様は、ＷｉＦｉ（登録商標）、またはより一般的には、ワイ
ヤレスプロトコルのＩＥＥＥ８０２．１１ファミリの任意のメンバなどの任意の通信規格
に適用することができる。たとえば、本明細書に記載された様々な態様は、サブ１ＧＨｚ
帯域を使用するＩＥＥＥ８０２．１１ａｈプロトコルの一部として使用され得る。
【０１１５】
　[00137]いくつかの態様では、サブギガヘルツ帯域内のワイヤレス信号は、直交周波数
分割多重（ＯＦＤＭ）、直接シーケンス拡散スペクトル（ＤＳＳＳ）通信、ＯＦＤＭ通信
とＤＳＳＳ通信との組合せ、または他の方式を使用して、８０２．１１ａｈプロトコルに
従って送信され得る。８０２．１１ａｈプロトコルの実装形態は、センサ、検針、および
スマートグリッドネットワークに使用され得る。有利なことに、８０２．１１ａｈプロト
コルを実装するいくつかのデバイスの態様は、他のワイヤレスプロトコルを実装するデバ
イスよりも消費する電力が少ない場合があり、かつ／または、比較的長い距離、たとえば
約１キロメートル以上にわたってワイヤレス信号を送信するために使用され得る。
【０１１６】
　[00138]いくつかの実装形態では、ＷＬＡＮは、ワイヤレスネットワークにアクセスす
る構成要素である様々なデバイスを含む。たとえば、２つのタイプのデバイス、すなわち
アクセスポイント（「ＡＰ」）および（ステーションまたは「ＳＴＡ」とも呼ばれる）ク
ライアントが存在する場合がある。一般に、ＡＰはＷＬＡＮのためのハブまたは基地局と
して働き、ＳＴＡはＷＬＡＮのユーザとして働く。たとえば、ＳＴＡはラップトップコン
ピュータ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、モバイルフォンなどであり得る。一例では、ＳＴＡ
は、インターネットまたは他のワイドエリアネットワークへの一般的な接続性を取得する
ために、ＷｉＦｉ（たとえば、８０２．１１ａｈなどのＩＥＥＥ８０２．１１プロトコル
）準拠のワイヤレスリンクを介してＡＰに接続する。いくつかの実装形態では、ＳＴＡは
ＡＰとして使用される場合もある。
【０１１７】
　[00139]アクセスポイント（「ＡＰ」）はまた、ノードＢ、無線ネットワークコントロ
ーラ（「ＲＮＣ」）、ｅノードＢ、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、トランシーバ基
地局（「ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、無線ルータ
、無線トランシーバ、もしくは他の何らかの用語を備えるか、それらのいずれかとして実
装されるか、またはそれらのいずれかとして知られる場合がある。アクセスポイントは、
幹線基地局または中継基地局であり得る。中継基地局は、ワイヤレスステーションと、幹
線基地局または別の中継基地局である別の基地局との間でデータを中継する。
【０１１８】
　[00140]ステーション「ＳＴＡ」はまた、アクセス端末（「ＡＴ」）、加入者局、加入
者ユニット、移動局、リモートステーション、リモート端末、ユーザ端末、ユーザエージ
ェント、ユーザデバイス、ユーザ機器、もしくは何らかの他の用語を備えるか、それらの
いずれかとして実装されるか、またはそれらのいずれかとして知られる場合がある。いく
つかの実装形態では、アクセス端末は、携帯電話、コードレス電話、セッション開始プロ
トコル（「ＳＩＰ」）電話、ワイヤレスローカルループ（「ＷＬＬ」）ステーション、携
帯情報端末（「ＰＤＡ」）、ワイヤレス接続機能を有するハンドヘルドデバイス、または
ワイヤレスモデムに接続された何らかの他の好適な処理デバイスを備える場合がある。し
たがって、本明細書で教示された１つまたは複数の態様は、電話（たとえば、携帯電話も
しくはスマートフォン）、コンピュータ（たとえば、ラップトップ）、ポータブル通信デ
バイス、ヘッドセット、ポータブルコンピューティングデバイス（たとえば、携帯情報端
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末）、エンターテインメントデバイス（たとえば、音楽デバイスもしくはビデオデバイス
、または衛星ラジオ）、ゲームデバイスもしくはゲームシステム、全地球測位システムデ
バイス、または、ワイヤレス媒体を介して通信するように構成された任意の他の適切なデ
バイスに組み込まれる場合がある。
【０１１９】
　[00141]上記で説明されたように、本明細書に記載されるデバイスのいくつかは、たと
えば、８０２．１１ａｈ規格を実装することができる。そのようなデバイスは、ＳＴＡと
して使用されるか、ＡＰとして使用されるか、他のデバイスとして使用されるかにかかわ
らず、スマート検針用に、またはスマートグリッドネットワークにおいて使用され得る。
そのようなデバイスは、センサへの適用例を提供するか、またはホームオートメーション
において使用され得る。デバイスは、代わりにまたは加えて、たとえば個人の健康管理の
ために、健康管理の状況において使用され得る。それらはまた、（たとえばホットスポッ
トとともに使用するための）広範囲のインターネット接続を可能にするために、または機
械間通信を実装するために、監視に使用され得る。
【０１２０】
　[00142]図１は、本開示の態様が採用され得るワイヤレス通信システム１００の一例を
示す。ワイヤレス通信システム１００は、ワイヤレス規格、たとえば８０２．１１ａｈ規
格に従って動作することができる。ワイヤレス通信システム１００は、ＳＴＡ１０６と通
信するＡＰ１０４を含む場合がある。
【０１２１】
　[00143]様々なプロセスおよび方法は、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間の、ワイヤレ
ス通信システム１００における送信に使用される場合がある。たとえば、信号は、ＯＦＤ
Ｍ／ＯＦＤＭＡ技法に従って、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間で送受信される場合があ
る。この場合、ワイヤレス通信システム１００は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステムと呼ば
れる場合がある。代替として、信号は、ＣＤＭＡ技法に従って、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０
６との間で送受信される場合がある。この場合、ワイヤレス通信システム１００は、ＣＤ
ＭＡシステムと呼ばれる場合がある。
【０１２２】
　[00144]ＡＰ１０４からＳＴＡ１０６のうちの１つまたは複数への送信を容易にする通
信リンクはダウンリンク（ＤＬ）１０８と呼ばれる場合があり、ＳＴＡ１０６のうちの１
つまたは複数からＡＰ１０４への送信を容易にする通信リンクはアップリンク（ＵＬ）１
１０と呼ばれる場合がある。代替として、ダウンリンク１０８は順方向リンクまたは順方
向チャネルと呼ばれる場合があり、アップリンク１１０は逆方向リンクまたは逆方向チャ
ネルと呼ばれる場合がある。
【０１２３】
　[00145]ＡＰ１０４は、基地局として働き、基本サービスエリア（ＢＳＡ）１０２にお
いてワイヤレス通信カバレージを提供することができる。ＡＰ１０４は、ＡＰ１０４に関
連付けられ、通信にＡＰ１０４を使用するＳＴＡ１０６とともに、基本サービスセット（
ＢＳＳ）と呼ばれる場合がある。ワイヤレス通信システム１００は、中央ＡＰ１０４を有
していない場合があり、むしろ、ＳＴＡ１０６間のピアツーピアネットワークとして機能
する場合があることに留意されたい。したがって、本明細書に記載されたＡＰ１０４の機
能は、ＳＴＡ１０６のうちの１つまたは複数によって代替的に実行される場合がある。
【０１２４】
　[00146]ＳＴＡ１０６は、タイプが限定されず、多種多様なＳＴＡを含む場合がある。
たとえば、図１に示されたように、ＳＴＡ１０６には、いくつか例を挙げると、携帯電話
１０６ａ、テレビジョン１０６ｂ、ラップトップ１０６ｃ、およびいくつかのセンサ１０
６ｄ（たとえば、ワイヤレスプロトコルを使用して通信することが可能な気象センサまた
は他のセンサ）が含まれ得る。
【０１２５】
　[00147]図２は、ワイヤレス通信システム１００内で採用され得るワイヤレスデバイス
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２０２において利用され得る様々な構成要素を示す。ワイヤレスデバイス２０２は、本明
細書に記載される様々な方法を実装するように構成され得るデバイスの一例である。たと
えば、ワイヤレスデバイス２０２は、ＡＰ１０４、またはＳＴＡ１０６のうちの１つを備
える場合がある。
【０１２６】
　[00148]ワイヤレスデバイス２０２は、ワイヤレスデバイス２０２の動作を制御するプ
ロセッサ２０４を含む場合がある。プロセッサ２０４は、中央処理装置（ＣＰＵ）と呼ば
れる場合もある。読取り専用メモリ（ＲＯＭ）とランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の両
方を含む場合があるメモリ２０６は、プロセッサ２０４に命令とデータとを供給する。メ
モリ２０６の一部分は、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）を含む場合もあ
る。プロセッサ２０４は、通常、メモリ２０６内に記憶されたプログラム命令に基づいて
、論理演算と算術演算とを実行する。メモリ２０６内の命令は、本明細書に記載される方
法を実装するように実行可能であり得る。
【０１２７】
　[00149]ワイヤレスデバイス２０２が送信ノードとして実装または使用されるとき、プ
ロセッサ２０４は、複数の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）ヘッダのタイプのうちの１つを選
択し、そのＭＡＣヘッダのタイプを有するパケットを生成するように構成され得る。たと
えば、プロセッサ２０４は、以下でさらに詳細に説明されるように、ＭＡＣヘッダとペイ
ロードとを備えるパケットを生成し、どのタイプのＭＡＣヘッダを使用するかを決定する
ように構成され得る。
【０１２８】
　[00150]ワイヤレスデバイス２０２が受信ノードとして実装または使用されるとき、プ
ロセッサ２０４は、複数の異なるＭＡＣヘッダのタイプのパケットを処理するように構成
され得る。たとえば、プロセッサ２０４は、以下でさらに説明されるように、パケット内
で使用されるＭＡＣヘッダのタイプを決定し、それに応じてパケットおよび／またはＭＡ
Ｃヘッダのフィールドを処理するように構成され得る。
【０１２９】
　[00151]プロセッサ２０４は、１つまたは複数のハードウェアプロセッサとともに実装
された処理システムの構成要素を備える場合があるか、またはその構成要素であり得る。
１つまたは複数のプロセッサは、汎用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジ
タル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、
プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、コントローラ、状態機械、ゲート論理、個別の
ハードウェア構成要素、専用のハードウェア有限状態機械、または、情報の計算もしくは
他の操作を実行することができる任意の他の適切なエンティティの任意の組合せで実装さ
れる場合がある。
【０１３０】
　[00152]処理システムは、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体を含む場合もあ
る。ソフトウェアは、ソフトウェアと呼ばれるか、ファームウェアと呼ばれるか、ミドル
ウェアと呼ばれるか、マイクロコードと呼ばれるか、ハードウェア記述言語と呼ばれるか
、または別様に呼ばれるかにかかわらず、任意のタイプの命令を意味すると広く解釈され
るべきである。命令は、（たとえば、ソースコード形式、バイナリコード形式、実行可能
コード形式、またはコードの任意の他の適切な形式の）コードを含む場合がある。命令は
、１つまたは複数のプロセッサによって実行されたとき、本明細書に記載される様々な機
能を処理システムに実行させる。
【０１３１】
　[00153]ワイヤレスデバイス２０２は、ワイヤレスデバイス２０２と遠隔地との間のデ
ータの送信と受信とを可能にするために、送信機２１０と受信機２１２とを含む場合もあ
る。さらに、送信機２１０および受信機２１２は、ワイヤレスデバイス２０２と、たとえ
ばＡＰを含む遠隔地との間のセットアップおよび／または構成のパケットもしくはフレー
ムの送信と受信とを可能にするように構成され得る。送信機２１０および受信機２１２は



(26) JP 6363256 B2 2018.7.25

10

20

30

40

50

、トランシーバ２１４の中に組み合わされる場合がある。アンテナ２１６は、筐体２０８
に取り付けられ、トランシーバ２１４に電気的に結合される場合がある。代替または追加
として、ワイヤレスデバイス２０２は、筐体２０８の一部として形成されたアンテナ２１
６を含む場合があるか、または内部アンテナであり得る。ワイヤレスデバイス２０２は、
複数の送信機、複数の受信機、複数のトランシーバ、および／または複数のアンテナを含
む場合もある（図示せず）。
【０１３２】
　[00154]ワイヤレスデバイス２０２は、トランシーバ２１４によって受信された信号の
レベルを検出し、定量化するために使用され得る、信号検出器２１８を含む場合もある。
信号検出器２１８は、総エネルギー、シンボルごとのサブキャリア当たりのエネルギー、
電力スペクトル密度、および他の信号などの信号を検出することができる。ワイヤレスデ
バイス２０２は、信号を処理する際に使用するデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）２２０
を含む場合もある。ＤＳＰ２２０は、送信用のデータユニットを生成するように構成され
得る。いくつかの態様では、データユニットは物理レイヤデータユニット（ＰＰＤＵ）を
備える場合がある。いくつかの態様では、ＰＰＤＵはパケットまたはフレームと呼ばれる
。
【０１３３】
　[00155]いくつかの態様では、ワイヤレスデバイス２０２は、ユーザインターフェース
２２２をさらに備える場合がある。ユーザインターフェース２２２は、キーパッド、マイ
クロフォン、スピーカ、および／またはディスプレイを備える場合がある。ユーザインタ
ーフェース２２２は、ワイヤレスデバイス２０２のユーザに情報を伝え、かつ／またはユ
ーザからの入力を受信する、任意の要素または構成要素を含む場合がある。
【０１３４】
　[00156]ワイヤレスデバイス２０２の様々な構成要素は、筐体２０８内に収納される場
合がある。さらに、ワイヤレスデバイス２０２の様々な構成要素は、バスシステム２２６
によって互いに結合される場合がある。バスシステム２２６は、たとえば、データバス、
ならびに、データバスに加えて、電力バスと、制御信号バスと、ステータス信号バスとを
含む場合がある。ワイヤレスデバイス２０２の構成要素は、何らかの他の機構を使用して
、互いに結合される場合があるか、または互いに対する入力を受け入れるか、もしくは提
供することができることを、当業者は諒解されよう。
【０１３５】
　[00157]図２にはいくつかの別個の構成要素が示されているが、構成要素のうちの１つ
または複数が組み合わされるか、または共通に実装される場合があることを、当業者は認
識されよう。たとえば、プロセッサ２０４は、プロセッサ２０４に関して上述された機能
を実装するためだけでなく、信号検出器２１８および／またはＤＳＰ２２０に関して上述
された機能を実装するためにも使用され得る。さらに、図２に示された構成要素の各々は
、複数の別個の要素を使用して実装される場合がある。
【０１３６】
　[00158]上記で説明されたように、ワイヤレスデバイス２０２は、ＡＰ１０４またはＳ
ＴＡ１０６を備える場合があり、通信を送信および／または受信するために使用され得る
。図３は、ワイヤレス通信を送信するためにワイヤレスデバイス２０２において利用され
得る様々な構成要素を示す。図３に示された構成要素は、たとえば、ＯＦＤＭ通信を送信
するために使用され得る。いくつかの態様では、図３に示された構成要素は、以下でさら
に詳細に説明されるように、ピーク対電力平均比が可能な限り低いトレーニングフィール
ドを有するデータユニットを送信するために使用される。参照しやすいように、図３に示
された構成要素で構成されるワイヤレスデバイス２０２を、以下ワイヤレスデバイス２０
２ａと呼ぶ。
【０１３７】
　[00159]ワイヤレスデバイス２０２ａは、送信用のビットを変調するように構成された
変調器３０２を備える場合がある。たとえば、変調器３０２は、たとえばコンスタレーシ
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ョンに従ってビットを複数のシンボルにマッピングすることによって、プロセッサ２０４
またはユーザインターフェース２２２から受信されたビットから複数のシンボルを決定す
ることができる。それらのビットは、ユーザデータまたは制御情報に対応する場合がある
。いくつかの態様では、それらのビットはコードワードにおいて受信される。一態様では
、変調器３０２は、ＱＡＭ（直交振幅変調）変調器、たとえば１６ＱＡＭ変調器または６
４ＱＡＭ変調器を備える。他の態様では、変調器３０２は、２位相シフトキーイング（Ｂ
ＰＳＫ）変調器または４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ）変調器を備える。
【０１３８】
　[00160]ワイヤレスデバイス２０２ａは、変調器３０２からのシンボル、または場合に
よっては変調されたビットを時間領域に変換するように構成された変換モジュール３０４
をさらに備える場合がある。図３では、変換モジュール３０４は、逆高速フーリエ変換（
ＩＦＦＴ）モジュールによって実装されるものとして示されている。いくつかの実装形態
では、異なるサイズのデータのユニットを変換する複数の変換モジュール（図示せず）が
存在する場合がある。
【０１３９】
　[00161]図３では、変調器３０２および変換モジュール３０４は、ＤＳＰ２２０内に実
装されるものとして示されている。しかしながら、いくつかの態様では、変調器３０２お
よび変換モジュール３０４の一方または両方は、プロセッサ２０４内またはワイヤレスデ
バイス２０２の別の要素内に実装される。
【０１４０】
　[00162]上記で説明されたように、ＤＳＰ２２０は、送信用のデータユニットを生成す
るように構成され得る。いくつかの態様では、変調器３０２および変換モジュール３０４
は、制御情報を含む複数のフィールドと複数のデータシンボルとを備えるデータユニット
を生成するように構成され得る。制御情報を含むそれらのフィールドは、たとえば、１つ
または複数のトレーニングフィールドと、１つまたは複数の信号（ＳＩＧ）フィールドと
を備える場合がある。トレーニングフィールドの各々は、既知のビットまたはシンボルの
シーケンスを含む場合がある。ＳＩＧフィールドの各々は、データユニットについての情
報、たとえばデータユニットの長さまたはデータレートの記述を含む場合がある。
【０１４１】
　[00163]図３の説明に戻ると、ワイヤレスデバイス２０２ａは、変換モジュールの出力
をアナログ信号に変換するように構成されたデジタルアナログ変換器３０６をさらに備え
る場合がある。たとえば、変換モジュール３０６の時間領域出力は、デジタルアナログ変
換器３０６によってベースバンドＯＦＤＭ信号に変換され得る。デジタルアナログ変換器
３０６は、プロセッサ２０４内またはワイヤレスデバイス２０２の別の要素内に実装され
る場合がある。いくつかの態様では、デジタルアナログ変換器３０６は、トランシーバ２
１４内またはデータ送信プロセッサ内に実装される。
【０１４２】
　[00164]アナログ信号は、送信機２１０によってワイヤレスに送信され得る。アナログ
信号は、送信機２１０によって送信される前に、たとえばフィルタ処理されることによっ
て、または中間周波数もしくは搬送周波数にアップコンバートされることによって、さら
に処理され得る。図３に示された実装形態では、送信機２１０は送信増幅器３０８を含む
。送信されるより前に、アナログ信号は送信増幅器３０８によって増幅され得る。いくつ
かの態様では、増幅器３０８は低雑音増幅器（ＬＮＡ）を備える。
【０１４３】
　[00165]送信機２１０は、アナログ信号に基づいてワイヤレス信号内の１つまたは複数
のパケット、フレーム、またはデータユニットを送信するように構成される。それらのデ
ータユニットは、プロセッサ２０４および／またはＤＳＰ２２０を使用して、たとえば上
記で説明されたように変調器３０２と変換モジュール３０４とを使用して、生成され得る
。
【０１４４】
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　[00166]図４は、ワイヤレス通信を受信するためにワイヤレスデバイス２０２において
利用され得る様々な構成要素を示す。図４に示された構成要素は、たとえば、ＯＦＤＭ通
信を受信するために使用され得る。いくつかの実装形態では、図４に示された構成要素は
、以下でさらに詳細に説明されるように、１つまたは複数のトレーニングフィールドを含
むパケット、フレーム、またはデータユニットを受信するために使用される。たとえば、
図４に示された構成要素は、図３に関して上記で説明された構成要素によって送信された
データユニットを受信するために使用され得る。参照しやすいように、図４に示された構
成要素で構成されるワイヤレスデバイス２０２を、以下ワイヤレスデバイス２０２ｂと呼
ぶ。
【０１４５】
　[00167]受信機２１２は、ワイヤレス信号内の１つまたは複数のパケット、フレーム、
またはデータユニットを受信するように構成される。
【０１４６】
　[00168]図４に示された実装形態では、受信機２１２は受信増幅器４０１を含む。受信
増幅器４０１は、受信機２１２によって受信されたワイヤレス信号を増幅するように構成
され得る。いくつかの態様では、受信機２１２は、自動利得制御（ＡＧＣ）手順を使用し
て、受信増幅器４０１の利得を調整するように構成される。いくつかの態様では、自動利
得制御は、たとえば、利得を調整するために、受信されたショートトレーニングフィール
ド（ＳＴＦ）などの１つまたは複数の受信されたトレーニングフィールド内の情報を使用
する。当業者はＡＧＣを実行するための方法を理解されよう。いくつかの態様では、増幅
器４０１はＬＮＡを備える。
【０１４７】
　[00169]ワイヤレスデバイス２０２ｂは、受信機２１２からの増幅されたワイヤレス信
号をそれのデジタル表現に変換するように構成された、アナログデジタル変換器４０２を
備える場合がある。増幅されることに加えて、ワイヤレス信号は、デジタルアナログ変換
器４０２によって変換される前に、たとえばフィルタ処理されることによって、または中
間周波数もしくはベースバンド周波数にダウンコンバートされることによって、処理され
得る。アナログデジタル変換器４０２は、プロセッサ２０４内またはワイヤレスデバイス
２０２の別の要素内に実装される場合がある。いくつかの態様では、アナログデジタル変
換器４０２は、トランシーバ２１４内またはデータ受信プロセッサ内に実装される。
【０１４８】
　[00170]ワイヤレスデバイス２０２ｂは、ワイヤレス信号の表現を周波数スペクトルに
変換するように構成された変換モジュール４０４をさらに備える場合がある。図４では、
変換モジュール４０４は、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）モジュールによって実装されるも
のとして示されている。いくつかの態様では、変換モジュールは、それが使用するポイン
トごとにシンボルを識別することができる。
【０１４９】
　[00171]ワイヤレスデバイス２０２ｂは、データユニットがそれを介して受信されるチ
ャネルの推定値を形成することと、チャネル推定値に基づいてチャネルのいくつかの影響
を除去することとを行うように構成された、チャネル推定器兼等化器４０５をさらに備え
る場合がある。たとえば、チャネル推定器は、チャネルの関数を近似するように構成され
得るし、チャネル等化器は、その関数の逆を周波数スペクトル内のデータに適用するよう
に構成され得る。
【０１５０】
　[00172]いくつかの態様では、チャネル推定器兼等化器４０５は、たとえば、チャネル
を推定するために、ロングトレーニングフィールド（ＬＴＦ）などの１つまたは複数の受
信されたトレーニングフィールド内の情報を使用する。チャネル推定値は、データユニッ
トの始めにおいて受信された１つまたは複数のＬＴＦに基づいて形成され得る。このチャ
ネル推定値は、その後、１つまたは複数のＬＴＦに続くデータシンボルを等化するために
使用され得る。一定の時間期間の後または一定数のデータシンボルの後に、データユニッ
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ト内で１つまたは複数の追加のＬＴＦが受信され得る。追加のＬＴＦを使用して、チャネ
ル推定値が更新され得るか、または新しい推定値が形成され得る。この新しいまたは更新
されたチャネル推定値は、追加のＬＴＦに続くデータシンボルを等化するために使用され
得る。いくつかの態様では、新しいまたは更新されたチャネル推定値は、追加のＬＴＦに
先行するデータシンボルを再等化するために使用される。当業者はチャネル推定値を形成
するための方法を理解されよう。
【０１５１】
　[00173]ワイヤレスデバイス２０２ｂは、等化されたデータを復調するように構成され
た復調器４０６をさらに備える場合がある。たとえば、復調器４０６は、たとえばコンス
タレーションにおいてビットとシンボルとのマッピングを逆転させることによって、変換
モジュール４０４およびチャネル推定器兼等化器４０５によって出力されたシンボルから
複数のビットを決定することができる。それらのビットは、プロセッサ２０４によって処
理または評価され得るか、またはユーザインターフェース２２２に情報を表示するか、も
しくは場合によっては出力するために使用され得る。このようにして、データおよび／ま
たは情報が復号され得る。いくつかの態様では、それらのビットはコードワードに対応す
る。一態様では、復調器４０６は、ＱＡＭ（直交振幅変調）復調器、たとえば１６ＱＡＭ
復調器または６４ＱＡＭ復調器を備える。他の態様では、復調器４０６は、２位相シフト
キーイング（ＢＰＳＫ）復調器または４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ）復調器を備え
る。
【０１５２】
　[00174]図４では、変換モジュール４０４、チャネル推定器兼等化器４０５、および復
調器４０６は、ＤＳＰ２２０内に実装されるものとして示されている。しかしながら、い
くつかの態様では、変換モジュール４０４、チャネル推定器兼等化器４０５、および復調
器４０６のうちの１つまたは複数は、プロセッサ２０４内またはワイヤレスデバイス２０
２の別の要素内に実装される。
【０１５３】
　[00175]上記で説明されたように、受信機２１２において受信されたワイヤレス信号は
、１つまたは複数のデータユニットを備える。上記で説明された機能または構成要素を使
用して、データユニットまたはその中のデータシンボルは、復号され評価されるか、また
は場合によっては評価もしくは処理され得る。たとえば、プロセッサ２０４および／また
はＤＳＰ２２０は、変換モジュール４０４と、チャネル推定器兼等化器４０５と、復調器
４０６とを使用して、データユニット内のデータシンボルを復号するために使用され得る
。
【０１５４】
　[00176]ＡＰ１０４およびＳＴＡ１０６によって交換されるデータユニットは、上記で
説明されたように、制御情報またはデータを含む場合がある。物理（ＰＨＹ）レイヤにお
いて、これらのデータユニットは、物理レイヤプロトコルデータユニット（ＰＰＤＵ）と
呼ばれる場合がある。いくつかの態様では、ＰＰＤＵは、パケット、フレーム、または物
理レイヤパケットと呼ばれる場合がある。各ＰＰＤＵはプリアンブルとペイロードとを備
える場合がある。プリアンブルはトレーニングフィールドとＳＩＧフィールドとを含む場
合がある。ペイロードは、たとえば、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）ヘッダもしくは他のレ
イヤ用のデータ、および／またはユーザデータを備える場合がある。ペイロードは、１つ
または複数のデータシンボルを使用して送信され得る。本明細書のシステム、方法、およ
びデバイスは、ピーク対電力比が最小限に抑えられたトレーニングフィールドを有するデ
ータユニットを利用することができる。
【０１５５】
　[00177]ワイヤレスプロトコルのＩＥＥＥ８０２．１１ファミリにおいて指定されたワ
イヤレス通信などのワイヤレス通信では、複数のステーションは、媒体アクセス制御のプ
ロトコルを使用して伝送媒体を共有する。データ転送をサポートする管理フレームおよび
制御フレームのうちの１つであるビーコンフレームは、規則正しく通信を確立し維持する
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ために使用され得る。８０２．１１ａｈプロトコルにおいて指定されたアプリケーション
などのいくつかのアプリケーションでは、制限されたアクセスウィンドウは、アクセスポ
イントがワイヤレスステーションの選択されたグループ用に確保されたものとして宣言す
る時間の期間を定義するために使用され得る。しかしながら、アクセスポイントに関連付
けられていないステーションは、制限されたアクセスウィンドウがオープンされたとき、
媒体を競合することができない。加えて、制限されたアクセスウィンドウは、現在、アッ
プリンク送信またはダウンリンク送信のみであるように、具体的に定義され得ない。した
がって、アクセスポイントが関連しないステーションからメッセージを受け入れる時間期
間を定義するメッセージを有することは有益である。制限されたアクセスウィンドウの間
許可される通信のタイプを指定する能力を実現することはさらに有益である。
【０１５６】
　[00178]以下に記載される実装形態では、アクセスポイント（ＡＰ）は、アクセスポイ
ントがワイヤレスステーションの選択されたグループ用に確保されたものとして宣言する
時間の期間のメッセージを生成し、関連するワイヤレスステーションにそのメッセージを
送る。メッセージを受信すると、ワイヤレスステーションは、識別された時間期間中にア
クセスポイントにパケットを送信することができる。一実装形態では、メッセージは、時
間の期間中に関連しないステーションがアクセスポイントに要求を送信することを許可さ
れるかどうかに関する指示を示す。別の実装形態では、メッセージは、時間期間中のステ
ーションとアクセスポイントとの間の通信の種類を示す。たとえば、メッセージは、時間
期間中の通信がアップリンクデータを含むか、ダウンリンクデータを含むか、または両方
を含むかを示す場合がある。一実装形態では、メッセージは、アクセスポイントに関連付
けられたすべてのワイヤレスステーションに送られる。これらの実装形態は、とりわけＩ
ＥＥＥ８０２．１１および／または８０２．１１ａｈに関連付けられたプロセスおよび規
格に適用され得る。
【０１５７】
　[00179]図５は、一実装形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャートである。方
法５００は、（図１に示された）アクセスポイント（ＡＰ）１０４または図２に示された
ワイヤレスデバイス２０２などの、ワイヤレス通信用の装置によって実施され得る。方法
５００により、そのようなデータ転送用に確保された時間期間中のアクセスポイントと１
つまたは複数のステーションとの間のデータ転送の改善された管理が可能になり得る。そ
のような時間期間は有限持続時間なので、時間期間中に転送され得るトラフィックのタイ
プを指定すると、ワイヤレス通信ネットワークのより効率的な動作がもたらされ得る。
【０１５８】
　[00180]ブロック５０２で、方法は、その中で装置が１つまたは複数のワイヤレスデバ
イスとメッセージを通信するべき時間期間を識別するメッセージを生成することを含む。
メッセージは、ワイヤレス通信の流れ方向をさらに示す。一態様では、メッセージ内のワ
イヤレス通信の流れ方向のインジケータは、時間期間中のメッセージの通信がアップリン
クデータかダウンリンクデータかを示す。たとえば、メッセージは、時間期間中にプロセ
ス５００を実行する装置がメッセージを送信するかメッセージを受信するかを示すように
生成される場合がある。一態様では、メッセージは、ダウンリンクデータおよびアップリ
ンクデータの優先順位を示すように生成される。たとえば、メッセージは、ダウンリンク
データがアップリンクデータよりも優先順位が高いことを示すように生成される場合があ
る。一態様では、メッセージは、時間期間中に双方向データが通信され得ることをさらに
示すように生成される場合がある。メッセージ内のフィールドが指示を提供することがで
きる。一態様では、そのフィールドは、長さが１ビットであり得る。別の態様では、その
フィールドは、長さが１ビットよりも大きい場合があり、たとえば、そのフィールドは長
さが２ビットであり得る。いくつかの態様では、メッセージは、８０２．１１プロトコル
または８０２．１１ａｈプロトコルの制限されたアクセスウィンドウ（ＲＡＷ）のメッセ
ージなどの、ＲＡＷメッセージとして生成される場合がある。
【０１５９】
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　[00181]ブロック５０２のいくつかの態様は、ブロック８０２、１１０２、１４０２、
１７０２、および／または２２０２に関して説明される機能のうちの１つまたは複数を実
行することができる。
【０１６０】
　[00182]一態様では、プロセッサ２０４は、ブロック５０２に関して説明された機能の
うちの１つまたは複数を実行するように構成され得る。一態様では、生成するための手段
はプロセッサ２０４であり得る。
【０１６１】
　[00183]ブロック５０４において、生成されたメッセージが送信される。一態様では、
送信機２１０は、ブロック５０４に関して説明された機能のうちの１つまたは複数を実行
するように構成され得る。一態様では、生成されたメッセージを送信するための手段は、
図２の送信機２１０を含む場合がある。別の態様では、プロセッサ２０４は、ブロック５
０４に関して上記で説明された機能のうちの１つまたは複数を実行するように構成され得
る。一態様では、生成されたメッセージを送信するための手段は、プロセッサ２０４を含
む場合がある。
【０１６２】
　[00184]図６は、一実装形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャートである。方
法６００は、（図１に示された）ステーション１０６または図２に示されたワイヤレスデ
バイス２０２などの、ワイヤレス通信用の装置によって実施され得る。方法６００により
、ステーションが上記のプロセス５００を実行するアクセスポイントと相互動作すること
が可能になり得る。ブロック６０２で、方法は、その中で第１のデバイスが１つまたは複
数の第２のワイヤレスデバイスとメッセージを通信する時間期間を識別するメッセージを
受信することを含み、メッセージは、時間期間中のワイヤレス通信の流れ方向を示すイン
ジケータをさらに備える。一態様では、メッセージ内のワイヤレス通信の流れ方向のイン
ジケータは、時間期間中のメッセージの通信がアップリンクデータかダウンリンクデータ
かを示す。たとえば、メッセージは、時間期間中にプロセス６００を実行する装置がメッ
セージを送信するかメッセージを受信するかを示す。一態様では、メッセージは、時間期
間中に双方向データが通信され得ることをさらに示す場合がある。メッセージ内のフィー
ルドが指示を提供することができる。一態様では、そのフィールドは、長さが１ビットで
あり得る。別の態様では、そのフィールドは、長さが１ビットよりも大きい場合があり、
たとえば、そのフィールドは長さが２ビットであり得る。
【０１６３】
　[00185]ブロック６０２のいくつかの態様は、受信されたメッセージを制限されたアク
セスウィンドウ（ＲＡＷ）のメッセージとして復号することを含む。いくつかの態様では
、受信されたメッセージは、時間期間中のデータの通信がアップリンクデータかダウンリ
ンクデータかを決定するために復号される。いくつかの態様では、受信されたメッセージ
は、時間期間中のデータの通信がアップリンクデータか、ダウンリンクデータか、または
双方向データかを決定するために復号される。ブロック６０２のいくつかの態様では、受
信されたメッセージ内のワイヤレス通信の流れ方向のインジケータは、長さが１ビットま
たは２ビットのいずれかとして復号される。いくつかの態様では、復号するための手段は
、ハードウェアプロセッサ２０４を含む場合がある。
【０１６４】
　[00186]ブロック６０２のいくつかの態様は、ブロック９０２、１２０２、１５０２、
１８０２、および／または２３０２に関して説明される機能のうちの１つまたは複数を実
行することができる。
【０１６５】
　[00187]一態様では、受信機２１２は、ブロック６０２に関して説明された機能のうち
の１つまたは複数を実行するように構成される。一態様では、受信するための手段は図２
の受信機２１２であり得る。別の態様では、プロセッサ２０４は、ブロック６０２に関し
て上記で説明された機能のうちの１つまたは複数を実行するように構成され得る。一態様
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では、受信するための手段はプロセッサ２０４を含む場合がある。ブロック６０４におい
て、メッセージは、ワイヤレス通信の流れ方向の指示に基づいて、アクセスポイントと通
信される。たとえば、示された流れ方向がアップリンクトラフィック向けである場合、ブ
ロック６０４は、第１のデバイスにメッセージを送信することを含む場合がある。示され
た流れ方向がダウンリンクトラフィック向けである場合、ブロック６０４は、第１のデバ
イスからメッセージを受信することを含む場合がある。
【０１６６】
　[00188]一態様では、プロセッサ２０４は、ブロック６０４に関して説明された機能の
うちの１つまたは複数を実行するように構成される。一態様では、第１のデバイスとメッ
セージを通信するための手段は、プロセッサ２０４を含む場合がある。いくつかの態様で
は、第１のデバイスはアクセスポイントである。
【０１６７】
　[00189]ワイヤレス通信の流れ方向を示すメッセージ、たとえば、ブロック５０２にお
いて生成されたメッセージまたはブロック６０２において生成されたメッセージは、様々
な方法で構成され得る。図７は、ワイヤレス通信の流れ方向を識別するインジケータを備
えるメッセージの一実装形態を示す。メッセージ７００または実質的に同様のメッセージ
は、図５に関して上述されたように、ＡＰから関連するワイヤレスステーションに送信さ
れ得る。メッセージ７００または実質的に同様のメッセージはまた、プロセス６００のブ
ロック６０２において受信され得る。メッセージ７００は、ＡＰからステーションへの送
信に適した任意のプロセスと方法とを使用して送信され得る。
【０１６８】
　[00190]例示的な実装形態では、メッセージは、８０２．１１ａｈプロトコルにおいて
指定されたものなどの、制限されたアクセスウィンドウと、アクセスポイントがワイヤレ
スステーションの選択されたグループ用に確保されたものとして宣言する時間の期間とを
定義する。メッセージは、制限されたアクセスウィンドウの開始時間を示すＲＡＷ開始時
間７０２を含む。メッセージはまた、制限されたアクセスウィンドウの持続時間を示すＲ
ＡＷ持続時間７０４を含む。メッセージはまた、制限されたアクセスウィンドウの間にア
クセスポイントにパケットを送ることを許可された、ワイヤレスステーションの選択され
たグループを列挙するグループＩＤ７０６を含む。
【０１６９】
　[00191]加えて、メッセージは、ワイヤレス通信の流れ方向を示すためのフィールド７
０８を含む。一態様では、フィールド７０８は、０または１の論理値に設定され得る１ビ
ットを含む場合があり、１の論理値は、制限されたアクセスウィンドウの間のワイヤレス
通信の流れがアップリンク方向にあることを示し、０の論理値は、制限されたアクセスウ
ィンドウの間のワイヤレス通信の流れがダウンリンク方向にあることを示す。別の態様で
は、論理値は逆になる場合がある。別の態様では、フィールド７０８は２ビット以上を含
む場合がある。これらの態様では、フィールド７０８は、制限されたアクセスウィンドウ
の間のワイヤレス通信の流れがアップリンク方向にあるか、ダウンリンク方向にあるか、
または双方向かを示す場合がある。一態様では、フィールド７０８は、ダウンリンクデー
タとアップリンクデータとを優先順位付けすることができる。たとえば、フィールド７０
８は、ダウンリンクデータがアップリンクデータよりも優先順位が高いことを示す場合が
ある。代替として、フィールド７０８は、アップリンクデータがダウンリンクデータより
も優先順位が高いことを示す場合がある。
【０１７０】
　[00192]図８は、一実装形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャートである。方
法８００は、（図１に示された）アクセスポイント（ＡＰ）１０４または図２に示された
ワイヤレスデバイス２０２などの、ワイヤレス通信用の装置によって実施され得る。方法
８００は、いくつかの時間期間中にアクセスポイントが受信する通信のタイプを管理する
アクセスポイントの能力を改善することができる。たとえば、いくつかのアクセスポイン
トは、制限されたアクセスウィンドウの間関連しないステーションがアクセスポイントと
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通信するべきではないと決定することができる。他のアクセスポイントは、いくつかの時
間期間中、たとえば、いくつかの制限されたアクセスウィンドウの間、関連しないステー
ションがそれらと通信することを許可すると決定することができる。１つまたは複数の制
限されたアクセスウィンドウなどの１つまたは複数の時間期間中、アクセスポイントが受
信するトラフィックを管理するアクセスポイント用の改善された能力により、ワイヤレス
通信ネットワークのより効率的な動作がもたらされ得る。
【０１７１】
　[00193]ブロック８０２で、方法は、装置に関連付けられていない１つまたは複数のデ
バイスが、メッセージによって定義された時間期間中に装置と通信することを許可される
かどうかを示すメッセージを生成することを含む。一態様では、メッセージは、時間の期
間が、８０２．１１ａｈプロトコルにおいて指定されたステーションのグループなどの、
ワイヤレスステーションの選択されたグループ用に、アクセスポイントによって通信のた
めに確保されたものとして宣言されたことをさらに示す。たとえば、いくつかの態様では
、ステーションのグループを識別するために、ＢＳＳＩＤが生成されたメッセージに含ま
れ得る。
【０１７２】
　[00194]一態様では、メッセージは、時間期間がステーションの関連付けのみに使用さ
れるべきと示す場合がある。この態様では、関連しないステーションのみが、メッセージ
によって定義された時間期間中に装置と通信することができる。代替として、メッセージ
は、時間期間が関連するステーションのグループならびに関連しないステーションのグル
ープの両方によって使用され得ることを示す場合がある。いくつかの態様では、メッセー
ジは少なくとも２つの異なるインジケータを含み、第１のインジケータは関連しないステ
ーションが時間期間を利用することができるかどうかを示し、第２のインジケータは関連
するステーションが時間期間を利用することができるかどうか、またはどの関連するステ
ーションが時間期間を利用することができるかを示す。
【０１７３】
　[00195]一態様では、メッセージは、制限されたアクセスウィンドウ（ＲＡＷ）のメッ
セージとして生成される。いくつかの態様では、メッセージは、（特定のデバイスなどの
）関連するデバイスも装置と通信するための時間期間を使用することができるかどうかを
示すように生成される。これらの態様では、特定のデバイスは、たとえば、一意のデバイ
ス識別子またはネットワークアドレスによって、メッセージ内で識別され得る。いくつか
の態様では、メッセージは、関連するステーションのグループも装置と通信するための時
間期間を使用することができるかどうかを示すように生成される。ブロック８０２のいく
つかの態様は、ブロック５０２、１１０２、１４０２、１７０２、および／または２２０
２に関して説明される機能のうちの１つまたは複数を実行することができる。
【０１７４】
　[00196]いくつかの態様では、メッセージは、装置に関連付けられていないデバイスが
ショートビーコンフレーム内の生のパラメータセット（ＲＰＳ）要素を介して、装置と通
信することを許可されたことを示す場合がある。ＲＰＳ要素は、その間にすべてのＳＴＡ
が媒体にアクセスすること、またはアクセスポイントと通信することを許可されるＲＡＷ
を示す場合がある。いくつかの態様では、これは、すべてゼロであるＲＰＳ要素内のＲＡ
Ｗグループフィールドを介して示される場合がある。そのようなＲＡＷは、新しいＳＴＡ
との関連付けに使用され得る。
【０１７５】
　[00197]一態様では、プロセッサ２０４は、ブロック８０２に関して説明された機能の
うちの１つまたは複数を実行するように構成され得る。一態様では、生成するための手段
はプロセッサ２０４を含む場合がある。
【０１７６】
　[00198]ブロック８０４において、生成されたメッセージが送信される。一態様では、
送信機２１０は、ブロック８０４に関して説明された機能のうちの１つまたは複数を実行
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するように構成され得る。一態様では、メッセージはステーションに送信される。一態様
では、送信するための手段は送信機２１０を含む場合がある。別の態様では、プロセッサ
２０４は、ブロック８０４に関して上記で説明された機能のうちの１つまたは複数を実行
するように構成され得る。一態様では、生成されたメッセージを送信するための手段は、
プロセッサ２０４を含む場合がある。
【０１７７】
　[00199]プロセス８００のいくつかの態様は、示された時間期間中にステーションなど
の関連しないデバイスからメッセージを受信することと、時間期間内に受信されたメッセ
ージに基づいてメッセージに対する応答を送信することとをさらに含む。プロセスはまた
、時間期間外にステーションなどの関連しないデバイスからメッセージを受信することを
含む場合がある。それに応答して、メッセージは、本質的に「ナック」して、または場合
によっては、メッセージが時間期間外に受信されたので装置はそのメッセージを処理しな
いという否定的な指示をメッセージの送信側に供給して、送信され得る。他の態様では、
時間期間外に受信されたメッセージは、メッセージを受信したデバイスによって単に廃棄
または無視される場合がある。時間期間外のメッセージの受信は、受信機２１２またはプ
ロセッサ２０４によって実行され得る。受信するための手段は、プロセッサ２０４および
／または受信機２１２を含む場合がある。廃棄または無視するための手段は、プロセッサ
２０４を含む場合がある。応答を送信するための手段は、プロセッサ２０４および／また
は送信機２１０を含む場合がある。
【０１７８】
　[00200]プロセス８００のいくつかの態様は、デバイスが時間期間中に装置と通信する
ことを許可されないことを生成されたメッセージが示す場合、時間期間中スリープするこ
とを含む。時間期間中にスリープするための手段は、プロセッサ２０４を含む場合がある
。
【０１７９】
　[00201]図９は、一実装形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャートである。方
法９００は、（図１に示された）ステーション１０６または図２に示されたワイヤレスデ
バイス２０２などの、ワイヤレス通信用の装置によって実施され得る。いくつかの態様で
は、方法９００により、ステーションがプロセス８００を実行するアクセスポイントとワ
イヤレス通信ネットワーク上で相互動作することが可能になり得る。
【０１８０】
　[00202]ブロック９０２で、方法は、装置に関連付けられていない１つまたは複数のデ
バイスが、メッセージによって定義された時間期間中に装置と通信することを許可される
かどうかを示すメッセージを受信することを含む。一態様では、メッセージは、ワイヤレ
スステーションの選択されたグループが通信するために時間期間が確保されたことをさら
に示す。たとえば、メッセージは、８０２．１１ａｈプロトコルにおいて指定されたＲＡ
Ｗメッセージと同様の制限されたアクセスウィンドウ（ＲＡＷ）のメッセージであり得る
。ブロック９０２のいくつかの態様は、ブロック６０２、１２０２、１５０２、１８０２
、および／または２３０２に関して説明される機能のうちの１つまたは複数を実行するこ
とができる。
【０１８１】
　[00203]一態様では、受信機２１２は、ブロック９０２に関して説明された機能のうち
の１つまたは複数を実行するように構成される。一態様では、受信するための手段は受信
機２１２を含む場合がある。別の態様では、プロセッサ２０４は、ブロック９０２に関し
て上記で説明された機能のうちの１つまたは複数を実行するように構成され得る。一態様
では、受信するための手段はプロセッサ２０４を含む場合がある。
【０１８２】
　[00204]ブロック９０２は、受信されたメッセージを復号して、装置に関連付けられて
いない１つまたは複数のデバイスが、メッセージによって定義された時間期間中に装置と
通信することを許可されるかどうかを決定することをさらに含む場合がある。ブロック９
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０２はまた、受信されたメッセージを復号して、アクセスポイントがワイヤレスステーシ
ョンの選択されたグループ用に確保されたものとして宣言する時間の期間を決定すること
を含む場合がある。ブロック９０２はまた、受信されたメッセージを制限されたアクセス
ウィンドウのメッセージとして復号することを含む場合がある。いくつかの態様では、復
号するための手段はプロセッサ２０４を含む。
【０１８３】
　[00205]ブロック９０４において、メッセージは、指示に基づいて装置に選択的に送信
される。一態様では、指示が第１の値を示す場合、関連付けメッセージは装置に送信され
、指示が第２の値を示す場合、関連付けメッセージは装置に送信されない。一態様では、
送信機２１０は、ブロック９０４に関して説明された機能のうちの１つまたは複数を実行
するように構成される。一態様では、送信するための手段は送信機２１０を含む場合があ
る。別の態様では、プロセッサ２０４は、ブロック９０４に関して上記で説明された機能
のうちの１つまたは複数を実行するように構成され得る。一態様では、生成されたメッセ
ージを送信するための手段は、プロセッサ２０４を含む場合がある。
【０１８４】
　[00206]上記のブロック８０２において生成されたメッセージ、または上記のブロック
９０２において受信されたメッセージなどの、装置に関連付けられていない１つまたは複
数のデバイスが時間期間中に装置と通信することを許可されるかどうかを示すメッセージ
は、様々な方法で構成され得る。図１０は、装置に関連付けられていない１つまたは複数
のデバイスが時間期間中に装置と通信することを許可されるかどうかを示すメッセージの
一実装形態を示す。メッセージ１０００は、図８に関して上述されたように、ＡＰからワ
イヤレスステーションに送信され得る。メッセージ１０００は、ＡＰからステーションへ
の送信に適した任意のプロセスと方法とを使用して送信され得る。
【０１８５】
　[00207]例示的な実装形態では、メッセージは、８０２．１１ａｈプロトコルにおいて
指定されたものなどの、制限されたアクセスウィンドウと、アクセスポイントがワイヤレ
スステーションの選択されたグループ用に確保されたものとして宣言する時間期間とを定
義する。メッセージは、制限されたアクセスウィンドウの開始時間を示すＲＡＷ開始時間
７０２を含む。メッセージはまた、制限されたアクセスウィンドウの持続時間を示すＲＡ
Ｗ持続時間７０４を含む。メッセージはまた、制限されたアクセスウィンドウの間にアク
セスポイントにパケットを送ることを許可された、ワイヤレスステーションの選択された
グループを列挙するグループＩＤ７０６を含む。
【０１８６】
　[00208]加えて、メッセージは、装置に関連付けられていない１つまたは複数のデバイ
スが、ＲＡＷ開始時間７０２およびＲＡＷ持続時間７０４によって定義された時間期間中
に装置と通信することを許可されるかどうかを示すためのフィールド１００８を含む。メ
ッセージはまた、制限されたアクセスウィンドウの間にアクセスポイントにパケットを送
ることを許可された、ワイヤレスステーションの選択されたグループを列挙するグループ
ＩＤ７０６を含む。一態様では、フィールド１００８は、０または１の論理値に設定され
得る１ビットを含む場合があり、１の論理値は、装置に関連付けられていない１つまたは
複数のデバイスが時間期間中に装置と通信することを許可されることを示し、０の論理値
は、そのような通信が時間期間中に許可されないことを示す。一態様では、論理値は逆に
なる場合がある。別の態様では、フィールド１００８は２ビット以上を含む場合がある。
これらの態様では、フィールド１００８は、時間期間が関連しないステーションの関連付
けのみに割り振られることを示す場合がある。代替として、そのようなフィールドは、時
間期間がステーションのグループに割り振られるが、関連しないステーションも時間期間
中に装置と通信できることを示す場合がある。さらの別の態様では、そのフィールドは、
時間期間が関連するステーションのみに割り振られることを示す場合がある。
【０１８７】
　[00209]図１１は、一実装形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャートである。
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方法１１００は、（図１に示された）アクセスポイント（ＡＰ）１０４または図２に示さ
れたワイヤレスデバイス２０２などの、ワイヤレス通信用の装置によって実施され得る。
方法１１００は、時間期間またはウィンドウの満了時間の改善された決定を実現すること
ができる。いくつかの現在の方法では、時間期間の満了時間は、アクセスポイントに知ら
れていない可能性があるパラメータに基づいて決定される場合がある。たとえば、いくつ
かの満了時間はビーコン送信の終了に基づく。ビーコン信号の終了は、いくつかのワイヤ
レスノードが予測することが困難または不可能であり得るので、これらのノードは、時間
期間またはウィンドウの満了時間を決定することができない場合がある。これにより、時
間期間またはウィンドウの満了における不確実性と等価な時間の期間の間ノードがスリー
プ状態に入ることが禁止される場合がある。方法１１００は、時間期間の満了がビーコン
間隔の数に基づくことを規定している。ビーコン間隔の長さは知られているので、下記の
プロセス１１００とプロセス１２００とを利用する、ワイヤレスネットワーク上のステー
ションまたはアクセスポイントは、それらの時間期間またはウィンドウの終了の予測を改
善することができる。
【０１８８】
　[00210]ブロック１１０２で、方法は、その間に１つまたは複数の識別されたデバイス
が装置と通信することを許可されるウィンドウの満了時間を示すメッセージを生成するこ
とを含み、満了時間はビーコン間隔の数に基づいて示される。一態様では、メッセージは
、８０２．１１ａｈプロトコルにおいて指定されたものなどの、制限されたアクセスウィ
ンドウのメッセージとして生成される。いくつかの態様では、メッセージは、関連するス
テーションのグループも装置と通信するための時間期間を使用できることを示すように生
成される。
【０１８９】
　[00211]いくつかの態様では、ウィンドウが満了しないことを示すために、特定の値が
確保される場合がある。たとえば、いくつかの態様では、この目的のために確保される特
定の値はゼロ（０）である。これらの態様では、ビーコン間隔の数がゼロに設定された場
合、メッセージは、ウィンドウが満了しないことを示す。いくつかの態様では、メッセー
ジは、図１３に関して下記で説明されるメッセージ１３００のフォーマットに実質的に準
拠するように生成される場合がある。
【０１９０】
　[00212]いくつかの態様では、生成されたメッセージは、周期的な動作パラメータサブ
フィールドを含む場合がある。いくつかの態様では、周期的な動作パラメータサブフィー
ルドは、長さが３オクテットであり得る。いくつかの態様では、周期的な動作パラメータ
サブフィールドは、周期的な制限されたアクセスウィンドウ（ＰＲＡＷ）の周期性サブサ
ブフィールドと、ＰＲＡＷの有効性サブサブフィールドと、ＰＲＡＷの開始オフセットサ
ブサブフィールドとを備える。ＰＲＡＷの周期性サブフィールドは、ショートビーコン間
隔の単位で現在のＰＲＡＷの発生の周期を示し、いくつかの態様では８ビットである。Ｐ
ＲＡＷの有効性サブフィールドは、ＰＲＡＷが繰り返す周期の数を示し、いくつかの態様
では８ビットの長さである。たとえば、ＰＲＡＷの有効性サブフィールドは、上記で説明
されたビーコン間隔の数に基づいて、ＰＲＡＷの持続時間を示す場合がある。ＰＲＡＷの
開始オフセットサブフィールドは、ＰＲＡＷの最初のウィンドウが現れる（ショート）ビ
ーコンフレームの終了からの時間単位（ＴＵ）のオフセット値を示し、８ビットの長さで
ある。
【０１９１】
　[00213]ブロック１１０２のいくつかの態様は、ブロック５０２、３１８０２、１４０
２、１７０２、および／または２２０２に関して説明される機能のうちの１つまたは複数
を実行することができる。
【０１９２】
　[00214]一態様では、プロセッサ２０４は、ブロック１１０２に関して説明された機能
のうちの１つまたは複数を実行するように構成される。一態様では、メッセージを生成す
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るための手段は、プロセッサ２０４を含む場合がある。
【０１９３】
　[00215]ブロック１１０４において、生成されたメッセージが送信される。一態様では
、メッセージは、ビーコン間隔の数フィールドを含む場合がある。これらの態様のうちの
いくつかでは、ウィンドウが満了しないことを示すために、ビーコン間隔の数フィールド
の特定の値が確保される場合がある。これらの態様では、確保された値に設定されたビー
コン間隔の数フィールドを有するメッセージを送信することは、ウィンドウが満了しない
ことを示す。これらの態様では、示された数のビーコン間隔の後満了するウィンドウを示
すために、確保された値以外の値に設定されたビーコン間隔の数フィールドを有する第２
のメッセージが送信される場合がある。
【０１９４】
　[00216]一態様では、送信機２１０は、ブロック１１０４に関して説明された機能のう
ちの１つまたは複数を実行するように構成される。別の態様では、プロセッサ２０４は、
ブロック１１０４に関して上記で説明された機能のうちの１つまたは複数を実行するよう
に構成され得る。一態様では、生成されたメッセージを送信するための手段は、送信機２
１０および／またはプロセッサ２０４を含む場合がある。
【０１９５】
　[00217]方法１１００は、識別されたデバイスのうちの１つまたは複数から第２のメッ
セージを受信することと、ウィンドウの間および／またはウィンドウの満了前にメッセー
ジが受信されたかどうかに基づいて、メッセージを処理することとをさらに含む場合があ
る。第２のメッセージを受信するための手段は、プロセッサ２０４および／または受信機
２１２のうちの１つまたは複数によって実行され得る。
【０１９６】
　[00218]プロセス１１００のいくつかの態様は、ウィンドウの満了時間も含む次のメッ
セージの生成と送信とをさらに含む。この次のメッセージは、任意の以前に生成され送信
されたメッセージによって定義されたウィンドウの満了時間を事実上再定義する。たとえ
ば、これらの態様では、ウィンドウが満了しなかったことを以前に送信されたメッセージ
が示した場合、次に生成され送信されるメッセージは、特定の数のビーコン間隔の後ウィ
ンドウが満了することを示す場合がある。生成および送信は、プロセッサ２０４および／
または送信機２１０のうちの１つまたは複数によって実行され得る。生成するための手段
および送信するための手段は、プロセッサ２０４および／または送信機２１０のうちの１
つまたは複数を含む場合がある。
【０１９７】
　[00219]図１２は、一実装形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャートである。
方法１２００は、（図１に示された）ステーション１０６または図２に示されたワイヤレ
スデバイス２０２などの、ワイヤレス通信用の装置によって実施され得る。一態様では、
方法１２００により、ステーションがプロセス１１００を実行するアクセスポイントと相
互動作することが可能になり得る。
【０１９８】
　[00220]ブロック１２０２で、方法は、その間に１つまたは複数の識別されたデバイス
がアクセスポイントと通信することを許可されるウィンドウの満了時間を示すメッセージ
を受信することを含み、満了時間はビーコン間隔の数に基づく。ブロック１２０２のいく
つかの態様は、ブロック６０２、９０２、１５０２、１８０２、および／または２３０２
に関して説明される機能のうちの１つまたは複数を実行することができる。
【０１９９】
　[00221]一態様では、受信機２１２は、ブロック１２０２に関して説明された機能のう
ちの１つまたは複数を実行するように構成される。一態様では、満了時間を示すメッセー
ジを受信するための手段は、受信機２１２を含む場合がある。別の態様では、プロセッサ
２０４は、ブロック１２０２に関して上記で説明された機能のうちの１つまたは複数を実
行するように構成され得る。一態様では、受信するための手段はプロセッサ２０４を含む



(38) JP 6363256 B2 2018.7.25

10

20

30

40

50

場合がある。
【０２００】
　[00222]いくつかの態様では、ブロック１２０２は、受信されたメッセージを復号して
ウィンドウの満了時間を決定することを含む。いくつかの態様では、復号はプロセッサ２
０４によって実行され得る。いくつかの態様では、復号するための手段はプロセッサ２０
４を含む場合がある。
【０２０１】
　[00223]一態様では、受信されたメッセージは、８０２．１１ａｈプロトコルにおいて
指定されたものなどの、アクセスポイントがワイヤレスステーションの選択されたグルー
プ用に確保されたものとして宣言する時間の期間をさらに示す。一態様では、受信された
メッセージは、制限されたアクセスウィンドウのメッセージである。いくつかの態様では
、受信されたメッセージは、下記で説明されるメッセージ１３００のフォーマットに実質
的に準拠することができる。いくつかの態様は、受信されたメッセージを復号して、アク
セスポイントがワイヤレスステーションの選択されたグループ用に確保されたものとして
宣言する時間の期間を決定することを含む。いくつかの態様では、復号するための手段は
プロセッサ２０４を含む場合がある。プロセス１２００のいくつかの態様は、受信された
メッセージを制限されたアクセスウィンドウのメッセージとして復号することを含む。復
号するための手段は、ハードウェアプロセッサ２０４を含む場合がある。
【０２０２】
　[00224]ブロック１２０４において、ウィンドウの間にメッセージが送信される。いく
つかの態様では、ウィンドウの間のメッセージの送信は、ブロック１２０２において受信
されたメッセージに基づく。一態様では、送信機２１０は、ブロック１２０４に関して説
明された機能のうちの１つまたは複数を実行するように構成される。一態様では、ウィン
ドウの間にメッセージを送信するための手段は、送信機２１０を含む場合がある。別の態
様では、プロセッサ２０４は、ブロック１２０４に関して上記で説明された機能のうちの
１つまたは複数を実行するように構成され得る。一態様では、ウィンドウの間にメッセー
ジを送信するための手段は、プロセッサ２０４を含む場合がある。
【０２０３】
　[00225]一態様では、送信されるメッセージは、ビーコン間隔の数フィールドを含む場
合がある。これらの態様のうちのいくつかでは、ビーコン間隔の数フィールドの特定の値
は、ウィンドウが満了しないことを示す場合がある。これらの態様では、特定の値に設定
されたビーコン間隔の数フィールドを有するメッセージを受信することは、ウィンドウが
満了しないことを示す。これらの態様では、示された数のビーコン間隔の後ウィンドウが
満了することを示すために、特定の値以外の値に設定されたビーコン間隔の数フィールド
を有する第２のメッセージが受信される場合がある。
【０２０４】
　[00226]図１１および図１２に関して上記で説明された、ウィンドウの満了時間を示す
メッセージは、様々な方法で構成され得る。図１３は、ウィンドウの満了時間を示すメッ
セージの一実装形態を示す。メッセージ１３００は、図１１に関して上述されたように、
ＡＰから関連するワイヤレスステーションに送信され得る。メッセージ１３００は、ＡＰ
からステーションへの送信に適した任意のプロセスと方法とを使用して送信され得る。
【０２０５】
　[00227]例示的な実装形態では、メッセージは、８０２．１１ａｈプロトコルにおいて
指定されたものなどの、制限されたアクセスウィンドウと、アクセスポイントがワイヤレ
スステーションの選択されたグループ用に確保されたものとして宣言する時間の期間とを
定義する。メッセージは、制限されたアクセスウィンドウの開始時間を示すＲＡＷ開始時
間７０２を含む。メッセージはまた、制限されたアクセスウィンドウの持続時間を示すＲ
ＡＷ持続時間７０４を含む。メッセージはまた、制限されたアクセスウィンドウの間にア
クセスポイントにパケットを送ることを許可された、ワイヤレスステーションの選択され
たグループを列挙するグループＩＤ７０６を含む。
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【０２０６】
　[00228]加えて、メッセージは、制限されたアクセスウィンドウの満了時間を示すため
のフィールド１３０８を含む。図示された態様では、満了時間はビーコンの数に基づいて
示される。上記で説明されたように、ウィンドウが満了しないことを示すために、フィー
ルド１３０８の特定の値が確保される場合がある。これらの態様では、特定の値に設定さ
れたフィールド１３０８を有する、したがってウィンドウが満了しないことを示すメッセ
ージ１３００の第１のバージョンが送られる場合がある。後に、特定の値以外の値に設定
されたフィールド１３０８を有するメッセージ１３００の第２のバージョンが送られる場
合がある。第２のメッセージは、フィールド１３０８に指定された数のビーコン間隔の後
のウィンドウの満了時間を示す。
【０２０７】
　[00229]図１４は、一実装形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャートである。
方法１４００は、（図１に示された）アクセスポイント（ＡＰ）１０４または図２に示さ
れたワイヤレスデバイス２０２などの、ワイヤレス通信用の装置によって実施され得る。
いくつかの現在の方法では、時間期間の開始時間は、ワイヤレスネットワーク上の１つま
たは複数のデバイスに知られていない可能性があるパラメータに基づいて決定される場合
がある。たとえば、いくつかの開始時間はビーコン送信の終了に基づく。ビーコン信号の
終了は、いくつかのワイヤレスノードが予測することが困難または不可能であり得るので
、これらのノードは、時間期間またはウィンドウの開始時間を決定することができない場
合がある。これにより、時間期間またはウィンドウの開始における不確実性と等価な時間
の期間の間ノードがスリープ状態に入ることが禁止される場合がある。方法１４００は、
時間期間の開始が装置によって維持される時間基準に基づくことを規定している。装置は
時間基準を維持し、時間基準に基づくワイヤレスネットワーク上で他のデバイスに同期信
号を通信することができるので、時間期間の開始は、容易に決定され得る。これにより、
下記のプロセス１４００と１５００とを利用する、ワイヤレスネットワーク上のステーシ
ョンまたはアクセスポイントは、それらの時間期間またはウィンドウの開始についての予
測を改善することができる。
【０２０８】
　[00230]ブロック１４０２で、方法は、その間に１つまたは複数の識別されたデバイス
が装置と通信することを許可されるウィンドウの開始時間を示すメッセージを生成するこ
とを含み、開始時間は装置によって維持される絶対時間基準に基づく。一態様では、時間
基準は目標ビーコン送信時間（ＴＢＴＴ）である。別の態様では、時間基準はタイミング
同期機能（ＴＳＦ）である。いくつかの態様では、メッセージは、制限されたアクセスウ
ィンドウ（ＲＡＷ）のメッセージとして生成される。制限されたアクセスウィンドウのメ
ッセージは、制限されたアクセスウィンドウの開始時間と持続時間とを示す。
【０２０９】
　[00231]いくつかの態様では、ブロック１４０２は、ブロック５０２、８０２、１１０
２、（下記で説明される）１７０２、および／または（同じく下記で説明される）２２０
２に関して説明された機能のうちの１つまたは複数を実行することができる。
【０２１０】
　[00232]一態様では、プロセッサ２０４は、ブロック１４０２に関して説明された機能
のうちの１つまたは複数を実行するように構成され得る。一態様では、ウィンドウの開始
時間を示すメッセージを生成するための手段は、プロセッサ２０４を含む場合がある。
【０２１１】
　[00233]ブロック１４０４において、生成されたメッセージが送信される。一態様では
、メッセージは目標起床時間情報要素（ＴＷＴ　ＩＥ）である。一態様では、送信機２１
０は、ブロック１４０４に関して説明された機能のうちの１つまたは複数を実行するよう
に構成される。一態様では、生成されたメッセージを送信するための手段は、送信機２１
０を含む場合がある。別の態様では、プロセッサ２０４は、ブロック１４０４に関して上
記で説明された機能のうちの１つまたは複数を実行するように構成され得る。一態様では
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、生成されたメッセージを送信するための手段は、プロセッサ２０４を含む場合がある。
【０２１２】
　[00234]図１５は、一実装形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャートである。
方法１５００は、（図１に示された）ステーション１０６または図２に示されたワイヤレ
スデバイス２０２などの、ワイヤレス通信用の装置によって実施され得る。一態様では、
方法１５００により、ステーションが上記の方法１４００を実施するアクセスポイントと
相互動作することが可能になり得る。
【０２１３】
　[00235]ブロック１５０２で、方法は、その間に１つまたは複数の識別されたデバイス
がアクセスポイントと通信することを許可されるウィンドウの開始時間を示すメッセージ
を受信することを含み、開始時間はアクセスポイントによって維持される絶対時間基準に
基づく。一態様では、メッセージは目標起床時間情報要素（ＴＷＴ　ＩＥ）である。一態
様では、時間基準は目標ビーコン送信時間（ＴＢＴＴ）である。一態様では、時間基準は
タイミング同期機能（ＴＳＦ）である。
【０２１４】
　[00236]一態様では、受信機２１２は、ブロック１５０２に関して説明された機能のう
ちの１つまたは複数を実行するように構成される。一態様では、ウィンドウの開始時間を
示すメッセージを受信するための手段は、受信機２１２を含む場合がある。別の態様では
、プロセッサ２０４は、ブロック１５０２に関して上記で説明された機能のうちの１つま
たは複数を実行するように構成され得る。一態様では、受信するための手段はプロセッサ
２０４を含む場合がある。
【０２１５】
　[00237]ブロック１５０２のいくつかの態様は、受信されたメッセージを復号してウィ
ンドウの開始時間を決定することを含む。いくつかの態様では、プロセッサ２０４は復号
を実行することができる。いくつかの態様では、受信されたメッセージを復号するための
手段はプロセッサ２０４を含む。いくつかの態様では、復号するための手段は、目標ビー
コン送信時間（ＴＢＴＴ）として、またはタイミング同期機能（ＴＳＦ）として時間基準
を復号するように構成される。いくつかの態様では、復号するための手段は、受信された
メッセージを制限されたアクセスウィンドウのメッセージとして復号するように構成され
る。
【０２１６】
　[00238]ブロック１５０２のいくつかの態様は、ブロック６０２、９０２、１２０２、
（下記で説明される）１８０２、および／または（同じく下記で説明される）２３０２に
関して説明された機能のうちの１つまたは複数を実行することができる。
【０２１７】
　[00239]ブロック１５０４において、ワイヤレス通信ネットワーク上の通信は、メッセ
ージに基づいて制限される。いくつかの態様では、第２のメッセージはプロセス１５００
によって受信される。第２のメッセージは、ウィンドウの間に第２のメッセージが受信さ
れたかどうかに基づいて処理される。ウィンドウは、ブロック１５０２で受信されたメッ
セージ内で示された開始時間によって、少なくとも部分的に定義され得る。プロセス１５
００のいくつかの態様は、装置によって維持される時間基準から導出された第２の時間基
準を示すビーコンメッセージを送信することを含む。
【０２１８】
　[00240]一態様では、プロセッサ２０４は、ブロック１５０４に関して説明された機能
のうちの１つまたは複数を実行するように構成される。一態様では、ワイヤレス通信ネッ
トワーク上の通信を制限するための手段は、プロセッサ２０４を含む場合がある。いくつ
かの態様では、制限するための手段は、装置によって維持される時間基準から導出された
第２の時間基準を示すビーコンメッセージを送信するための手段を含む場合がある。いく
つかの態様では、送信するための手段は、送信機２１０および／またはプロセッサ２０４
を含む場合がある。いくつかの態様では、第２のメッセージを受信するための手段は、受
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信機２１２および／またはハードウェアプロセッサ２０４のうちの１つまたは複数を含む
場合がある。いくつかの態様では、ウィンドウの間に第２のメッセージが受信されたかど
うかに基づいて第２のメッセージを処理するための手段は、ハードウェアプロセッサ２０
４を含む場合がある。
【０２１９】
　[00241]ウィンドウの開始時間を示すメッセージは、様々な方法で構成され得る。図１
６は、ウィンドウの開始時間を示すことの一実装形態を示す。メッセージ１６００または
メッセージ１６００と実質的に同様のフィールドを有するメッセージは、図１４に関して
上述されたように、ＡＰから関連するワイヤレスステーションに送信され得る。メッセー
ジ１６００またはメッセージ１６００と実質的に同様のフィールドを含むメッセージは、
上記で説明されたプロセス１５００のブロック１５０２において受信され得る。メッセー
ジ１６００は、ＡＰからステーションへの送信に適した任意のプロセスと方法とを使用し
て送信され得る。
【０２２０】
　[00242]例示的な実装形態では、メッセージは、８０２．１１ａｈプロトコルにおいて
指定されたものなどの、制限されたアクセスウィンドウと、アクセスポイントがワイヤレ
スステーションの選択されたグループ用に確保されたものとして宣言する時間期間とを定
義する。メッセージは、制限されたアクセスウィンドウの開始時間を示すＲＡＷ開始時間
７０２を含む。いくつかの態様では、ＲＡＷ開始時間７０２は長さが８ビットであり、Ｅ
ＰＳ要素を含む（ショート）ビーコンまたは（ショート）プローブの応答フレーム送信の
終了から、制限されたアクセスウィンドウ（ＲＡＷ）の開始時間までの時間単位（ＴＵ）
の持続時間を示す場合がある。ＲＡＷ開始時間サブフィールド８０２の時間単位は、２つ
の時間単位（ＴＵ）である。
【０２２１】
　[00243]いくつかの態様では、メッセージはまた、制限されたアクセスウィンドウの持
続時間を示すＲＡＷ持続時間７０４を含む。メッセージはまた、制限されたアクセスウィ
ンドウの間にアクセスポイントにパケットを送ることを許可された、ワイヤレスステーシ
ョンの選択されたグループを列挙するグループＩＤ７０６を含む。
【０２２２】
　[00244]上述された方法の一態様では、ＲＡＷ開始時間７０２は、装置、たとえばメッ
セージ１６００を送信する装置によって維持される時間基準に基づく場合がある。プロセ
ス１４００および１５００に関して上記で説明されたように、いくつかの態様では、ＲＡ
Ｗ開始時間７０２は、目標ビーコン送信時間（ＴＢＴＴ）に基づく場合がある。いくつか
の態様では、ＲＡＷ開始時間７０２は、タイミング同期機能（ＴＳＦ）に基づく場合があ
る。
【０２２３】
　[00245]図１７は、一実装形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャートである。
方法１７００は、（図１に示された）アクセスポイント（ＡＰ）１０４または図２のワイ
ヤレスデバイス２０２などの、ワイヤレス通信用の装置によって実施され得る。方法１７
００により、ワイヤレスネットワーク上の送信用の時間期間との１つまたは複数のステー
ションの改善された関連付けがもたらされる場合がある。たとえば、いくつかの現在の方
法では、個々のステーションが送信用の時間期間に関連付けられることが可能にならない
場合がある。代わりに、これらの方法により、送信用の時間期間とのステーションのグル
ープの関連付けがもたらされる場合がある。時間期間またはウィンドウが１つまたは複数
のステーションに関連付けられることを可能にすることによって、ワイヤレスネットワー
ク上の通信の改善された制御がもたらされる場合があり、ワイヤレスネットワークの効率
または性能の向上につながる。
【０２２４】
　[00246]ブロック１７０２で、方法は、特定のデバイスまたはデバイスの無制限のグル
ープを識別し、その間に識別された特定のデバイスまたはデバイスの無制限のグループが
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装置と通信することを許可される時間期間を識別するメッセージを生成することを含む。
一態様では、メッセージは、デバイスの無制限のグループの各メンバを識別する。たとえ
ば、メッセージは、デバイスの無制限のグループ内のデバイスごとにデバイス識別子を与
えるフィールドまたは他の指示を含む場合がある。一態様では、メッセージは２つ以上の
特定のデバイスを識別し、時間期間は、その間に２つ以上の特定のデバイスが装置と通信
することを許可される時間を識別する。たとえば、メッセージは、６４個よりも多い異な
るデバイスを識別することができる。
【０２２５】
　[00247]一態様では、メッセージは制限されたアクセスウィンドウのメッセージである
。制限されたアクセスウィンドウのメッセージは、制限されたアクセスウィンドウの期間
中に制限されたアクセスを許可されたステーションのＡＩＤを示すグループサブフィール
ドを含む場合がある。いくつかの態様では、グループサブフィールドは、ページインデッ
クスと、制限されたアクセスウィンドウの期間中にアクセスを許可されたステーションの
もの用の開始ＡＩＤと、制限されたアクセスウィンドウの期間中にアクセスを許可された
ステーション用の終了ＡＩＤとを含む場合がある。これらの態様では、ＡＩＤの階層型ア
ドレス指定方法に従って、開始ＡＩＤと終了ＡＩＤとの間のＡＩＤ、または開始ＡＩＤと
終了ＡＩＤとを含むＡＩＤを有する任意のステーションは、制限されたアクセスウィンド
ウの期間中のアクセスを許可される。このようにして、制限されたアクセスウィンドウの
期間中のアクセスを許可され得るステーションの数は無制限である。
【０２２６】
　[00248]ブロック１７０２のいくつかの態様は、ブロック５０２、８０２、１１０２、
１４０２、および／または（下記で説明される）２２０２に関して説明された機能のうち
の１つまたは複数を実行することができる。
【０２２７】
　[00249]一態様では、プロセッサ２０４は、ブロック１７０２に関して説明された機能
のうちの１つまたは複数を実行するように構成され得る。一態様では、特定のデバイスま
たはデバイスの無制限のグループを識別するメッセージを生成するための手段は、プロセ
ッサ２０４を含む場合がある。
【０２２８】
　[00250]ブロック１７０４において、生成されたメッセージが送信される。いくつかの
態様では、プロセス１７００は、生成され送信されたメッセージによって識別された時間
期間中にソースデバイスからメッセージを受信することをさらに含む。受信されたメッセ
ージは、ソースデバイスからのメッセージに基づいて、および生成され送信されたメッセ
ージによって識別された時間期間内に受信された受信メッセージに基づいて処理される。
たとえば、メッセージは時間期間中にソースデバイスから受信されたので、生成されたメ
ッセージがソースデバイスを識別した場合、メッセージは完全に処理され得る。メッセー
ジが受信デバイスからの何らかの種類のリソースを必要とする場合、リソースは割り振ら
れる場合があり、ソースデバイスがブロック１７０２において生成されたメッセージによ
って識別された場合、応答がソースデバイスに送られる。デバイス識別子を介して直接的
に、またはソースデバイスが属するグループを惜別することによって間接的にのいずれか
で、生成されたメッセージが受信されたメッセージのソースデバイスを識別しなかった場
合、時間期間中にソースデバイスから受信されたメッセージは、正規のやり方で処理され
ない場合がある。たとえば、メッセージは、ソースデバイスに応答することなく、廃棄ま
たは無視される場合がある。いくつかの態様では、応答が生成され、ソースデバイスに送
信される場合があるが、メッセージが時間期間中にソースデバイスから受信されなかった
が、ソースデバイスが時間期間中にプロセス１７００を実行するデバイスにメッセージを
送信する許可を与えられなかったため、応答は、否定応答を示すか、または場合によって
はエラー状態を通信する場合がある。
【０２２９】
　[00251]一態様では、プロセッサ２０４および／または送信機２１０のうちの１つまた
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は複数は、ブロック１７０４に関して説明された機能のうちの１つまたは複数を実行する
ように構成され得る。一態様では、メッセージを送信するための手段は、送信機２１０お
よび／またはプロセッサ２０４を含む場合がある。
【０２３０】
　[00252]図１８は、一実装形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャートである。
方法１８００は、（図１に示された）ステーション１０６または図２のワイヤレスデバイ
ス２０２などの、ワイヤレス通信用の装置によって実施され得る。一態様では、方法１８
００により、ステーションがプロセス１７００を実行するアクセスポイントと対話するこ
とが可能になり得る。
【０２３１】
　[00253]ブロック１８０２で、方法は、その間に１つまたは複数の識別されたデバイス
がアクセスポイントと通信することを許可されるウィンドウの開始時間を示すメッセージ
を受信することを含む。一態様では、メッセージは、２つ以上の特定のデバイスを識別し
、その間に２つ以上の特定のデバイスが装置と通信することを許可される時間期間を識別
するために復号され得る。たとえば、一態様では、メッセージは、装置と通信することを
許可された６４個よりも多いデバイスを識別するために復号され得る。一態様では、メッ
セージは、制限されたアクセスウィンドウのメッセージとして復号される。
【０２３２】
　[00254]ブロック１８０２のいくつかの態様は、ブロック６０２、９０２、１２０２、
１５０２、および／または（下記で説明される）２３０２に関して説明された機能のうち
の１つまたは複数を含む場合がある。
【０２３３】
　[00255]一態様では、プロセッサ２０４および／または受信機２１２のうちの１つまた
は複数は、ブロック１８０２に関して説明された機能のうちの１つまたは複数を実行する
ように構成され得る。一態様では、ウィンドウの開始時間を示すメッセージを受信するた
めの手段は、受信機２１２を含む場合がある。別の態様では、プロセッサ２０４は、ブロ
ック１８０２に関して上記で説明された機能のうちの１つまたは複数を実行するように構
成され得る。一態様では、受信するための手段はプロセッサ２０４を含む場合がある。一
態様では、受信されたメッセージを復号してウィンドウの開始時間を識別するための手段
は、プロセッサ２０４を含む場合がある。受信されたメッセージを復号して時間期間を識
別するための手段も、プロセッサ２０４を含む場合がある。いくつかの態様では、受信さ
れたメッセージを復号するための手段は、メッセージを復号して、上記で説明された２つ
以上の特定のデバイスを識別するように構成される。復号するための手段はまた、時間期
間を復号して、その間に２つ以上の特定のデバイスがアクセスポイントと通信することを
許可される時間を識別するように構成され得る。いくつかの態様では、復号するための手
段は、受信されたメッセージを制限されたアクセスウィンドウのメッセージとして復号す
るように構成される。
【０２３４】
　[00256]ブロック１８０４において、ワイヤレス通信ネットワーク上の通信は、メッセ
ージに基づいて制限される。たとえば、いくつかの態様では、メッセージを受信するデバ
イスのデバイス識別子を識別するために、受信されたメッセージが復号された場合、受信
デバイスは、メッセージによって識別された時間期間中に装置と通信することができる。
たとえば、装置は、時間期間中にアクセスポイントにメッセージを送信することができる
。代替として、受信デバイスがメッセージによって識別されない場合、そのデバイスは、
識別された時間期間中にアクセスポイントと通信しないように決定することができる。
【０２３５】
　[00257]同様に、受信デバイスが含まれていないデバイスの無制限のグループを受信さ
れたメッセージが識別する場合、受信デバイスは、識別された時間期間中にメッセージを
送信した装置と通信しない場合がある。代替として、デバイス識別子を介して具体的に、
または受信デバイスがその一部であるデバイスのグループの識別情報を介して間接的にの
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いずれかで、受信デバイスがメッセージ内で識別されなかった場合、受信デバイスは、識
別された時間期間中に受信されたメッセージを送信する装置と通信することができる。
【０２３６】
　[00258]一態様では、プロセッサ２０４は、ブロック１８０４に関して上記で説明され
た機能のうちの１つまたは複数を実行するように構成され得る。一態様では、ワイヤレス
通信ネットワーク上の通信を制限するための手段は、プロセッサ２０４を含む場合がある
。一態様では、制限するための手段は、装置が受信されたメッセージによって識別される
かどうかを決定し、装置が識別された場合、時間期間中にアクセスポイントにメッセージ
を送信するように、さらに構成される。いくつかの態様では、制限するための手段は、装
置が識別されなかった場合、時間期間中にアクセスポイントにメッセージを送信しないよ
うに、さらに構成される。
【０２３７】
　[00259]プロセス１７００において生成する送信されたメッセージ、およびプロセス１
８００において受信され復号されたメッセージは、様々な方法で構成され得る。図１９は
、特定のデバイスまたはデバイスの無制限のグループを識別するメッセージの一実装形態
を示す。メッセージ１９００は、図１７に関して上述されたように、ＡＰから関連するワ
イヤレスステーションに送信され得る。たとえば、メッセージ１９００、またはメッセー
ジ１９００と実質的に同様のメッセージは、ブロック１７０２において生成され得るし、
ブロック１７０４において送信され得る。同様に、メッセージ１９００、またはメッセー
ジ１９００と実質的に同様のメッセージは、ブロック１８０２において受信および／また
は復号され得る。メッセージ１９００は、ＡＰからステーションへの送信に適した任意の
プロセスと方法とを使用して送信され得る。
【０２３８】
　[00260]例示的な実装形態では、メッセージは、８０２．１１ａｈプロトコルにおいて
指定されたものなどの、制限されたアクセスウィンドウと、アクセスポイントがワイヤレ
スステーションの選択されたグループ用に確保されたものとして宣言する時間の期間とを
定義する。メッセージは、制限されたアクセスウィンドウの開始時間を示すＲＡＷ開始時
間７０２を含む。メッセージはまた、制限されたアクセスウィンドウの持続時間を示すＲ
ＡＷ持続時間７０４を含む。メッセージはまた、制限されたアクセスウィンドウの間にア
クセスポイントにパケットを送ることを許可された、ワイヤレスステーションの選択され
たグループを列挙するグループＩＤ７０６を含む。
【０２３９】
　[00261]加えて、メッセージは、特定のステーションを示すためのフィールド１９０８
を含む。図示された態様では、フィールド１９０８によって識別される特定のステーショ
ンは、制限されたアクセスウィンドウによって識別された時間期間中にアクセスポイント
と通信することを許可される。
【０２４０】
　[00262]メッセージ１９００のいくつかの態様では、メッセージは、制限されたアクセ
スウィンドウの期間中に制限されたアクセスを許可されたステーションのＡＩＤを示すグ
ループサブフィールドを含む場合がある。いくつかの態様では、グループサブフィールド
は、ページインデックスと、制限されたアクセスウィンドウの期間中にアクセスを許可さ
れたステーションのもの用の開始ＡＩＤと、制限されたアクセスウィンドウの期間中にア
クセスを許可されたステーション用の終了ＡＩＤとを含む場合がある。これらの態様では
、ＡＩＤの階層型アドレス指定方法に従って、開始ＡＩＤと終了ＡＩＤとの間のＡＩＤ、
または開始ＡＩＤと終了ＡＩＤとを含むＡＩＤを有する任意のステーションは、制限され
たアクセスウィンドウの期間中のアクセスを許可される。このようにして、制限されたア
クセスウィンドウの期間中のアクセスを許可され得るステーションの数は無制限である。
【０２４１】
　[00263]図２０は、一実装形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャートである。
方法２０００は、（図１に示された）アクセスポイント（ＡＰ）１０４などの、ワイヤレ
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ス通信用の装置によって実施され得る。方法２０００により、ワイヤレスネットワーク上
の複数のグループに関連付けられたステーションがスリープ状態に入るための改善された
能力がもたらされ得る。たとえば、前の方法を用いて、ワイヤレスネットワーク上の複数
のグループに関連付けられたステーションは、ステーションが関連付けられたグループの
各々に関連付けられた目標起床時間中に起きネットワークトラフィックをリッスンしたま
まになることができる。
【０２４２】
　[00264]ブロック２００２で、方法は、目標起床時間と目標起床時間用の識別子とを含
むメッセージを送信することを含む。一態様では、メッセージは目標起床時間情報要素（
ＴＷＴ　ＩＥ）である（またはそれを含む）。
【０２４３】
　[00265]一態様では、送信機２１０は、ブロック２００２に関して説明された機能のう
ちの１つまたは複数を実行するように構成され得る。一態様では、目標起床時間と目標起
床時間用の識別子とを含むメッセージを送信するための手段は、送信機２１０である。別
の態様では、プロセッサ２０４は、ブロック２００２に関して上記で説明された機能のう
ちの１つまたは複数を実行するように構成され得る。一態様では、目標起床時間と目標起
床時間用の識別子とを含むメッセージを送信するための手段は、プロセッサ２０４を含む
場合がある。
【０２４４】
　[00266]ブロック２００４において、目標起床時間用の識別子を含むページングメッセ
ージが送信される。一態様では、送信機２１０は、ブロック２００４に関して説明された
機能のうちの１つまたは複数を実行するように構成され得る。一態様では、目標起床時間
と目標起床時間用の識別子とを含むメッセージを送信するための手段は、送信機２１０を
含む場合がある。一態様では、ページングメッセージを送信するための手段は、送信機２
１０を含む場合がある。別の態様では、プロセッサ２０４は、ブロック２００４に関して
上記で説明された機能のうちの１つまたは複数を実行するように構成され得る。一態様で
は、ページングメッセージを送信するための手段は、プロセッサ２０４を含む場合がある
。
【０２４５】
　[00267]図２１は、一実装形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャートである。
方法２１００は、（図１に示された）ステーション１０６または図２に示されたワイヤレ
スデバイス２０２などの、ワイヤレス通信用の装置によって実施され得る。一態様では、
方法２１００により、ステーションが上記で説明された方法２０００を実施するアクセス
ポイントと相互動作することが可能になり得る。ブロック２１０２で、方法は、目標起床
時間と目標起床時間用の識別子とを示すメッセージを受信することを含む。一態様では、
メッセージは目標起床時間情報要素（ＴＷＴ　ＩＥ）である（またはそれを含む）。一態
様では、受信機２１２は、ブロック２１０２に関して説明された機能のうちの１つまたは
複数を実行するように構成され得る。一態様では、目標起床時間と目標起床時間用の識別
子とを示すメッセージを受信するための手段は、受信機２１２を含む場合がある。別の態
様では、プロセッサ２０４は、ブロック２１０２に関して上記で説明された機能のうちの
１つまたは複数を実行するように構成され得る。一態様では、受信するための手段はプロ
セッサ２０４を含む場合がある。
【０２４６】
　[00268]ブロック２１０４において、目標起床時間用の識別子を示すページングメッセ
ージが受信される。いくつかの態様では、ブロック２１０４は、ページングメッセージを
復号して識別子を決定することを含む場合がある。一態様では、受信機２１２は、ブロッ
ク２１０４に関して説明された１つまたは複数の機能を実行するように構成され得る。一
態様では、目標起床時間用の識別子を示すページングメッセージを受信するための手段は
、受信機２１２を含む場合がある。別の態様では、プロセッサ２０４は、ブロック２１０
４に関して上記で説明された機能のうちの１つまたは複数を実行するように構成され得る
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。一態様では、目標起床時間用の識別子を示すページングメッセージを受信するための手
段のための手段は、プロセッサ２０４を含む場合がある。
【０２４７】
　[00269]図２２は、一実装形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャートである。
方法２２００は、（図１に示された）アクセスポイント（ＡＰ）１０４または図２のワイ
ヤレスデバイス２０２などの、ワイヤレス通信用の装置によって実施され得る。方法２２
００により、第１のデバイスによって第２のデバイスに送信されるアップリンクトラフィ
ックを管理する改善された能力がもたらされ得る。一態様では、第１のデバイスはステー
ションであり、第２のデバイスはアクセスポイントである。現在の方法では、目標起床時
間のメッセージは、アップリンクトラフィックまたはダウンリンクトラフィックのいずれ
かを送信する機会を与えるものとして識別され得る。アップリンクトラフィックが送られ
る場合、アップリンクトラフィックの送信側（第１のデバイス）は、目標起床時間によっ
て識別された送信間隔の間のデータ送信に送信要求メッセージを先行させる。それに応答
して、送信可メッセージが第２のデバイスによって第１のデバイスに送信され得る。送信
可メッセージを受信した後、アップリンクトラフィックの送信側はデータ転送を開始する
。いくつかのネットワーク環境では、第２のデバイスは、送信要求／送信可メッセージの
通信交換が必要ではないと決定する場合がある。これらのネットワーク環境では、方法２
２００により、データの送信が開始される前に送信要求メッセージが必要とされないこと
を、第２のデバイスが第１のデバイスに示すための能力がもたらされる。これにより、ワ
イヤレス通信ネットワークの動作の効率が改善される。
【０２４８】
　[00270]ブロック２２０２で、方法は、目標起床時間とアップリンク方向インジケータ
とを示すメッセージを生成することを含み、メッセージは、アップリンクデータを送信す
る前に送信要求メッセージが送信されるべきかどうかをさらに示す。ブロック２２０２の
いくつかの態様は、ブロック５０２、８０２、１１０２、１４０２、および／または１７
０２に関して説明された機能のうちの１つまたは複数を実行することができる。
【０２４９】
　[00271]一態様では、プロセッサ２０４は、ブロック２２０２に関して説明された１つ
または複数の機能を実行するように構成され得る。一態様では、目標起床時間とアップリ
ンク方向インジケータとを示すメッセージを生成するための手段は、プロセッサ２０４を
含む場合がある。ブロック２２０４において、生成されたメッセージが送信される。一態
様では、送信機２１０は、ブロック２２０４に関して上記で説明された機能のうちの１つ
または複数を実行するように構成される。一態様では、生成されたメッセージを送信する
ための手段は、送信機２１０を含む場合がある。別の態様では、プロセッサ２０４は、ブ
ロック２２０４に関して上記で説明された機能のうちの１つまたは複数を実行するように
構成され得る。一態様では、生成されたメッセージを送信するための手段は、プロセッサ
２０４を含む場合がある。
【０２５０】
　[00272]図２３は、一実装形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャートである。
方法２３００は、（図１に示された）ステーション１０６などの、ワイヤレス通信用の装
置によって実施され得る。一態様では、方法２３００により、ステーションが上記で説明
された方法２２００を実施するアクセスポイントと相互動作することが可能になり得る。
ブロック２３０２で、方法は、目標起床時間とアップリンク方向インジケータとを示すメ
ッセージを受信することを含み、メッセージは、アップリンクデータを送信する前に送信
要求メッセージが送信されるべきかどうかをさらに示す。ブロック２３０２のいくつかの
態様は、ブロック６０２、９０２、１２０２、１５０２、および／または１８０２に関し
て説明された機能のうちの１つまたは複数を実行することができる。
【０２５１】
　[00273]一態様では、受信機２１２は、ブロック２３０２に関して説明された機能のう
ちの１つまたは複数を実行するように構成され得る。一態様では、目標起床時間とアップ
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リンク方向インジケータとを示すメッセージを受信するための手段は、受信機２１２を含
む。別の態様では、プロセッサ２０４は、ブロック２３０２に関して上記で説明された機
能のうちの１つまたは複数を実行するように構成され得る。一態様では、受信するための
手段はプロセッサ２０４を含む場合がある。
【０２５２】
　[00274]ブロック２３０４において、アップリンクデータを送信する前に送信要求メッ
セージが送信されるべきことをメッセージが示すかどうかに基づいて、送信要求メッセー
ジが送信される。一態様では、送信機２１０は、ブロック２３０４に関して上記で説明さ
れた機能のうちの１つまたは複数を実行するように構成され得る。一態様では、送信要求
メッセージを送信するための手段は、送信機２１０を含む場合がある。別の態様では、プ
ロセッサ２０４は、ブロック２３０４に関して上記で説明された機能のうちの１つまたは
複数を実行するように構成され得る。一態様では、送信要求メッセージを送信するための
手段は、プロセッサ２０４を含む場合がある。
【０２５３】
　[00275]上記の実装形態のうちのいくつかでは、アクセスポイントからのメッセージは
、８０２．１１ａｈプロトコルにおいて指定されたものなどの、制限されたアクセスウィ
ンドウと、アクセスポイントがワイヤレスステーションの選択されたグループ用に確保さ
れたものとして宣言する時間の期間とを指定する。代替として、メッセージは、その間に
媒体へのアクセスがすべてのワイヤレスステーションに許可されるアクセスウィンドウを
指定する場合がある。言い換えれば、アクセスポイントは、アクセスウィンドウの間すべ
てのワイヤレスステーションからのパケットを受け入れる。一実装形態では、メッセージ
は、フラグ７０８（図７参照）などの、アクセスウィンドウ外のアクセスがないことを示
すためのフラグをさらに含む場合がある。これにより、アクセスポイントがアクセスポイ
ント用のアクティブな時間の期間とアクティブでない時間の期間とを定義することが可能
になる。
【０２５４】
　[00276]本明細書で使用する「決定すること」という用語は、多種多様なアクションを
包含する。たとえば、「決定すること」は、計算すること、算出すること、処理すること
、導出すること、調査すること、探索すること（たとえば、テーブル、データベース、ま
たは別のデータ構造の中で探索すること）、確認することなどを含む場合がある。また、
「決定すること」は、受信すること（たとえば、情報を受信すること）、アクセスするこ
と（たとえば、メモリ内のデータにアクセスすること）などを含む場合がある。また、「
決定すること」は、解決すること、選択すること、選定すること、確立することなどを含
む場合がある。さらに、本明細書で使用する「チャネル幅」は、いくつかの態様では帯域
幅を包含する場合があるか、または帯域幅と呼ばれる場合もある。
【０２５５】
　[00277]本明細書で使用する、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指すフレー
ズは、単一のメンバを含む、それらの項目の任意の組合せを指す。一例として、「ａ、ｂ
、またはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａと、ｂと、ｃと、ａ－ｂと、ａ－ｃと、ｂ－
ｃと、ａ－ｂ－ｃとを包含するものとする。
【０２５６】
　[00278]上述された方法の様々な動作は、様々なハードウェア構成要素および／もしく
はソフトウェア構成要素、回路、ならびに／またはモジュールなどの、それらの動作を実
行することが可能な任意の適切な手段によって実行され得る。一般に、図に示された任意
の動作は、その動作を実行することが可能な対応する機能的手段によって実行され得る。
【０２５７】
　[00279]本開示に関して記載された様々な例示的な論理ブロック、モジュール、および
回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（
ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）もしくは他のプログラ
マブル論理デバイス（ＰＬＤ）、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェ
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ア構成要素、または本明細書に記載された機能を実行するように設計されたそれらの任意
の組合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり
得るが、代替として、プロセッサは、任意の市販のプロセッサ、コントローラ、マイクロ
コントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバ
イスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロ
セッサ、ＤＳＰコアと連携する１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他
のそのような構成として実装され得る。
【０２５８】
　[00280]１つまたは複数の態様では、記載された機能は、ハードウェア、ソフトウェア
、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せに実装され得る。ソフトウェアに実装さ
れる場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとして、コンピュータ可読媒体上
に記憶され得るか、またはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可
読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の
媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータ
によってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そ
のようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－
ＲＯＭもしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気記
憶デバイス、または、命令もしくはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送も
しくは記憶するために使用され得るし、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の
他の媒体を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼
ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペ
ア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイ
ヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信され
る場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、
無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使
用するディスク（ｄｉｓｋ）およびディスク（ｄｉｓｃ）は、コンパクトディスク（ｄｉ
ｓｃ）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（ｄｉｓｃ）、光ディスク（ｄｉｓｃ）
、デジタル多用途ディスク（ｄｉｓｃ）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（
ｄｉｓｋ）、およびブルーレイ（登録商標）ディスク（ｄｉｓｃ）を含み、ディスク（ｄ
ｉｓｋ）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（ｄｉｓｃ）は、データをレーザ
ーで光学的に再生する。したがって、いくつかの態様では、コンピュータ可読媒体は、非
一時的コンピュータ可読媒体（たとえば、有形媒体）を備える場合がある。加えて、いく
つかの態様では、コンピュータ可読媒体は、一時的コンピュータ可読媒体（たとえば、信
号）を備える場合がある。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべき
である。
【０２５９】
　[00281]本明細書で開示された方法は、記載された方法を実現するための１つまたは複
数のステップまたはアクションを備える。方法のステップおよび／またはアクションは、
特許請求の範囲から逸脱することなく互いに交換され得る。言い換えれば、ステップまた
はアクションの具体的な順序が指定されない限り、具体的なステップおよび／またはアク
ションの順序および／または使用は、特許請求の範囲から逸脱することなく修正され得る
。
【０２６０】
　[00282]記載された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそ
れらの任意の組合せに実装され得る。ソフトウェアに実装される場合、機能は１つまたは
複数の命令としてコンピュータ可読媒体上に記憶され得る。記憶媒体は、コンピュータに
よってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、その
ようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭもしくは
他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気記憶デバイス、ま
たは、命令もしくはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送もしくは記憶する



(49) JP 6363256 B2 2018.7.25

10

20

30

40

50

ために使用され得るし、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備え
ることができる。本明細書で使用するディスク（ｄｉｓｋ）およびディスク（ｄｉｓｃ）
は、コンパクトディスク（ｄｉｓｃ）（ＣＤ）、レーザーディスク（ｄｉｓｃ）、光ディ
スク（ｄｉｓｃ）、デジタル多用途ディスク（ｄｉｓｃ）（ＤＶＤ）、フロッピーディス
ク（ｄｉｓｋ）、およびブルーレイディスク（ｄｉｓｃ）（登録商標）を含み、ディスク
（ｄｉｓｋ）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（ｄｉｓｃ）は、データをレ
ーザーで光学的に再生する。
【０２６１】
　[00283]したがって、いくつかの態様は、本明細書で提示された動作を実行するための
コンピュータプログラム製品を備える場合がある。たとえば、そのようなコンピュータプ
ログラム製品は、本明細書に記載された動作を実行するために、１つまたは複数のプロセ
ッサによって実行可能である命令を記憶した（かつ／または符号化した）コンピュータ可
読媒体を備える場合がある。いくつかの態様では、コンピュータプログラム製品はパッケ
ージング材料を含む場合がある。
【０２６２】
　[00284]ソフトウェアまたは命令はまた、伝送媒体を介して送信され得る。たとえば、
ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者
回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用し
て、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブ
ル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイク
ロ波などのワイヤレス技術は、伝送媒体の定義に含まれる。
【０２６３】
　[00285]さらに、本明細書に記載された方法および技法を実施するためのモジュールお
よび／または他の適切な手段は、適用可能な場合ユーザ端末および／または基地局によっ
てダウンロードされ得るし、かつ／または場合によっては取得され得ることを諒解された
い。たとえば、本明細書に記載された方法を実施するための手段の転送を容易にするため
に、そのようなデバイスはサーバに結合される場合がある。代替として、本明細書に記載
された様々な方法は、ユーザ端末および／または基地局が記憶手段をデバイスに結合する
か、または提供すると様々な方法を取得することができるように、記憶手段（たとえば、
ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパクトディスク（ＣＤ）またはフロッピーディスクなどの物理記憶
媒体など）を介して提供され得る。その上、本明細書に記載された方法および技法をデバ
イスに提供するための任意の他の適切な技法が利用され得る。
【０２６４】
　[00286]特許請求の範囲は、上記に示された厳密な構成および構成要素に限定されない
ことを理解されたい。特許請求の範囲から逸脱することなく、上述された方法および装置
の構成、動作、および詳細において、様々な修正、変更、および変形が行われ得る。
【０２６５】
　[00287]上記は本開示の態様を対象とするが、本開示の他の態様およびさらなる態様は
、その基本的範囲から逸脱することなく考案され得るし、その範囲は以下の特許請求の範
囲によって決定される。
　以下に、本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
　装置により、その間に１つまたは複数のデバイスが前記装置と通信することを許可され
るウィンドウの開始時間を示すメッセージを生成することと、前記開始時間は絶対時間基
準に基づく、
　前記装置により、前記生成されたメッセージを送信することと
を備える、ワイヤレス通信用の方法。
　［Ｃ２］
　前記絶対時間基準が目標ビーコン送信時間（ＴＢＴＴ）に基づく、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ３］
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　前記絶対時間基準がタイミング同期機能（ＴＳＦ）に基づく、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ４］
　前記生成されたメッセージが、前記ウィンドウの持続時間を示す持続時間インジケータ
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ５］
　前記メッセージを生成することが、生のパラメータセット（ＲＰＳ）の要素を生成する
ことを備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ６］
　前記メッセージが、前記ウィンドウの間のワイヤレス通信の流れ方向のインジケータを
さらに備えるように生成される、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ７］
　ワイヤレス通信の流れ方向の前記インジケータが、前記ウィンドウの間に前記装置がデ
ータを送信するか受信するかを示す、Ｃ６に記載の方法。
　［Ｃ８］
　ワイヤレス通信用の装置であって、
　その間に１つまたは複数のデバイスが前記装置と通信することを許可されるウィンドウ
の開始時間を示すメッセージを生成するように構成された処理システムと、前記開始時間
は絶対時間基準に基づく、
　前記生成されたメッセージを送信するように構成された送信機と
を備える、装置。
　［Ｃ９］
　前記絶対時間基準が目標ビーコン送信時間（ＴＢＴＴ）に基づく、Ｃ８に記載の装置。
　［Ｃ１０］
　前記絶対時間基準がタイミング同期機能（ＴＳＦ）に基づく、Ｃ８に記載の装置。
　［Ｃ１１］
　前記生成されたメッセージが、前記ウィンドウの持続時間を示す持続時間インジケータ
をさらに備える、Ｃ８に記載の装置。
　［Ｃ１２］
　前記メッセージを生成することが、生のパラメータセット（ＲＰＳ）の要素を生成する
ことを備える、Ｃ８に記載の装置。
　［Ｃ１３］
　前記メッセージが、前記ウィンドウの間のワイヤレス通信の流れ方向のインジケータを
さらに備えるように生成される、Ｃ８に記載の装置。
　［Ｃ１４］
　ワイヤレス通信の流れ方向の前記インジケータが、前記ウィンドウの間に前記装置がデ
ータを送信するか受信するかを示す、Ｃ１３に記載の装置。
　［Ｃ１５］
　ワイヤレス通信用の装置であって、
　その間に１つまたは複数のデバイスが前記装置と通信することを許可されるウィンドウ
の開始時間を示すメッセージを生成するための手段と、前記開始時間は絶対時間基準に基
づく、
　前記生成されたメッセージを送信するための手段と
を備える、装置。
　［Ｃ１６］
　前記絶対時間基準が目標ビーコン送信時間（ＴＢＴＴ）に基づく、Ｃ１５に記載の装置
。
　［Ｃ１７］
　前記絶対時間基準がタイミング同期機能（ＴＳＦ）に基づく、Ｃ１５に記載の装置。
　［Ｃ１８］
　前記生成するための手段が、持続時間インジケータを含むように、前記メッセージを生
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Ｃ１５に記載の装置。
　［Ｃ１９］
　前記生成するための手段が、生のパラメータセット（ＲＰＳ）の要素を含むように、前
記メッセージを生成するように構成された、Ｃ１５に記載の装置。
　［Ｃ２０］
　前記生成するための手段が、前記ウィンドウの間のワイヤレス通信の流れ方向のインジ
ケータをさらに備えるように、前記メッセージを生成するように構成された、Ｃ１５に記
載の装置。
　［Ｃ２１］
　ワイヤレス通信の流れ方向の前記インジケータが、前記ウィンドウの間に前記装置がデ
ータを送信するか受信するかを示す、Ｃ２０に記載の装置。
　［Ｃ２２］
　アンテナと、
　その間に１つまたは複数のデバイスが装置と通信することを許可されるウィンドウの開
始時間を示すメッセージを生成するように構成された処理システムと、前記開始時間は絶
対時間基準に基づく、
　前記アンテナを使用して前記生成されたメッセージを送信するように構成された送信機
と
を備える、ワイヤレス通信用のワイヤレスノード。
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